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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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劣等眼の転生魔術師

～虐げられた元勇者は未来の世界を余裕で生き抜く～


柑橘ゆすら









プロローグ　チート魔術師、転生する







「すまない。アベル。ボクたちのパーティーから外れてくれないか」




　とある日のこと。

　俺ことアベルは、このパーティーのリーダー、勇者のロイからそんな言葉を切り出された。

　突然のことで俺は二の句を継ぐことができない。




「もう世界は概おおむね平和だ。キミがいなくても魔族の残党はボクたちが倒せる。キミほどの大魔術師がこんな最前線にいなくてもいいと思うんだ」




　そう、俺たちはこの世界を救った。

　この世界に暗黒の時代をもたらした厄やく災さいの魔族である《黄昏たそがれの魔王》を、ロイが率ひきいる俺たち勇者パーティーが協力して討とう伐ばつしたのだ。




「そんなことなら気にしなくていい。俺は好きでこのパーティーにいる」

「アベル」




　強い口調でロイが俺の言葉を遮さえぎった。




「キミだって本当は気付いているんだろう？　キミの持つ《琥こ珀はく色》の眼は、この平和になった世界には不要なものだって」




　今度こそ言葉が出なかった。

　ロイの言葉が心の中をゆっくりと染みていくのが分かる。

　この世界では、《眼》は口ほどに《実力もの》を言う。

　自分の適性魔術の系統が、己の眼の色に出るのだ。

　火の魔術に適性があれば、燃えるような赤い《灼しやく眼がん》、水なら《碧へき眼がん》、風なら《翠すい眼がん》といったふうに。

　けれども、それとは別に、もう一色。

　全属性に適性があり、鍛え上げれば最さい高こう峰ほうの力を持つ眼の色があった。

　それが、俺の持つこの黄金に輝く《琥こ珀はく眼がん》だった。

　琥珀色の眼は、この世界では《最強》にして《最悪》の象徴だった。

　何故ならば、人間と対立をする魔族のうち、実に九割以上が俺と同じ《琥珀眼》を持っているからである。




「これはキミにとっても悪い話じゃないんだ。この後に必ず訪れる安あん寧ねいの世になれば、次は人間同士の睨にらみ合いだ。その時、キミは必ず不吉の象徴として迫害されることになる」




　そうだな。

　ロイの主張は間違ってはいない。

　この世界では《琥珀眼》を持った人間は、『魔族の生まれ変わり』と称され、物心ついた時から村人たちから石を投げられることになる。

　それに俺はただの魔術師ではない。

　勇者パーティー最強と称され、魔王を打ち倒したほどの魔術師であった。

　世界を統すべる魔王を倒せるほどの勇者なんて、人間にとっては、魔物と区別のつかない存在なのだろう。




「もちろん、ただパーティーを外れてくれという話じゃないんだ。ここから西に離れたところに島があっただろう？

　昔、みんなで行ってクラーケンを倒したあの孤島だよ。今はもう魔物もよりつかないあの孤島に別荘地を用意したんだ。キミはそこで幸せな――」

「もういい」




　笑えてくる。

　この勇者様は、長年連れ添った仲間である俺をちっぽけな孤島に幽ゆう閉へいしようというのか。

　俺の顔なんかもう見たくないと。出て行けと。




「望み通りに抜ける」

「そうか。すまない。別荘地の手続きはこの書類に――」

「だが、お前の案に乗る気はない」




　ロイが目を丸くした。

　その翡ひ翠すい色の眼に忌いま々いましさを覚えつつ、俺は奥歯を鳴らす。




「安心しろ。俺はもう二度とお前たちの前に顔は出さない」

「アベル！」




　俺はクルリと踵きびすを返すとロイの元から立ち去っていく。

　ロイが慌てて何かを叫んでいる。言い方が違ったとか、他意はないとか。

　そうなんだろうな。本当に、そうだと思う。

　ロイが悪いわけじゃないんだ。俺だってそれくらい知ってる。




　本当はとっくに気付いていた。




　平和になった後の世界では、俺のような《琥珀眼》の魔術師は確実に迫害の対象となることを。

　悪いのはロイじゃない。

　王国民でも、パーティーメンバーでもましてや俺でもない。




　悪いのは、無知で未熟なこの世界だ。




　だから俺は完成させたのだ。

　おそらくこの世界で俺以外の人間に構築することが絶対に不可能であろう《転生魔術》を――。

　移動魔法で来たこの場所は、俺の隠れ家だ。

　洞どう窟くつの中の奥、石壁をすり抜け、石いし畳だたみの廊ろう下かを走り、鋼鉄の扉を開いた。

　ここは、俺の研究室。

　何重にも結界を施ほどこした、とっておきの隠れ家。

　だが、もう何年来てないか分からない。研究室には埃ほこりが雪のように積もっていた。




　――仮に平和になった世界の文化が成熟をして、より知識と教養を蓄たくわえたなら。

　――たとえば、二〇〇年後。今の魔法に不可能なことが可能になっている世界なら。

　――琥珀眼のことを受け入れる器うつわの大きな世界になってくれているはずだ。




　遠い未来に一いち縷るの希望を託した俺は、埃まみれの書物と、薬品、幾つかの宝石を取り出した。

　転生先の肉体については既に用意してある。

　分解をしてしまえば人体の構造などは実に簡単だ。

　俺たち人間の体を構成している元素は全部で二九種類。

　人体を作っているおよそ六割は水であり、そこに炭素、アンモニア、リンなどの幾つかの成分が重なり合っているに過ぎない。

　俺は魔術によって人間を構成する物質を解析、コピーして幾度となく実験を繰り返すことによって自分の理想とする肉体を作り上げた。




　――よし、これで完成だ。




　俺は棺かん桶おけの中に横たわり、天井を見つめる。

　急速に眠気が襲ってくるのは、この転生術式の効果。徐々に魂が剝はく離りされていく為だ。

　瞼まぶたが重い。

　次に目が覚めた時は、この世界の時間は遥はるか未来へと進んでいることだろう。

　そして俺は眠りについた。

　さて。

　実を言うとこの時、俺は一つのミスを犯していた。

　それは俺が生前の仲間たちに《転生魔術》の件を全まつたく伝えていなかったということである。

　このミスがきっかけで、後の世界の住人たちに多大な迷惑をかけることになるのだが……。

　まあ、その件に関しては追い追い語っていくことにしよう。







第一話　魔族の気配







　目が覚めた。

　寝すぎて体が少し痛いと思いながら俺は棺桶のフタを開く。




　ベギャンッ！




　突如として鈍い音が響く。

　おそらく久しぶりに動かしたせいで棺桶のフタが壊れてしまったのだろう。

　無理もない。

　俺の《転生魔術》が成功しているのだとしたら、ここは二〇〇年先の未来となるわけだからな。

　色々な場所で老ろう朽きゆう化が進んでいるのだろう。




「おおぉ……！」




　光の届く場所に出て、小さくなった手足を目まの当たりにした俺は思わず感かん嘆たんの息を漏もらす。

　成功だ。

　俺の魂は無事に用意しておいた器の中に入っている。

　ちなみに転生先の肉体のモデルは、生前の俺の幼少期をイメージして作ったものである。

　本当はもう少し容姿を整えってやっても良かったのだが、なんだかんだ愛着のある以前の容姿を完全に捨てることはできなかった。

　どうせ二〇〇年先の未来なんて一人も知り合いが残っていないはずだから、以前の容姿に寄せてしまっても構わないだろう。




「えーっと。たしかこの辺に鏡を用意していたよな……」




　グルリと周囲を見渡してみるが、それらしいものは何もない。

　部屋の中に立てかけていたはずの姿見は、地震か何かによって倒れて、ガレキの下に埋もれてしまっているようだった。

　と、俺の思考は一旦ここで中断した。




「魔族の気配、だな」




　耳を澄ます。洞窟内を反響する足音が聞こえた。

　足音から判断するに性別は女。

　どうやら人間に擬ぎ態たいしているみたいである。

　上手うまいな。

　俺以外の人間であれば、彼女の正体を見抜くことは難しいだろう。

　さて。

　これはまずいことになった。

　洞窟には誰も入れないよう、幾重にも結界を張り巡らせていたはずだ。

　どうやって入ってきた？　まさか二〇〇年の歳月を経て、棺桶だけじゃなく結界まで老朽化したか。

　前世の俺であれば問題なく倒せる相手ではあるのだが、今のこの子供の体ではどこまでやれるかは分からない。

　先制攻撃を仕掛けるチャンスは一度きり。

　この女が扉を開いた直後だ。

　今の俺に構築できる最大威力の魔術をぶち込んでやろう。

　首しゆ尾び良く先手を打つことができれば、子供の体の俺でも優位に戦いを運ぶことができるに違いない。

　その時、重たい扉がゆっくりと開く。




「アベル様……？」




　綺き麗れいだ。

　彼女の姿を目の当たりにした俺は、思わず構築途中だった魔術を解きそうになってしまった。

　それくらい、綺麗な女性だった。

　眼の色は青。

　水属性の魔術を得意とする《碧へき眼がん》だ。

　シルクのように艶つややかな銀髪と雲のように白い肌。

　突然、線の細い彼女は、手に持っていた木編みのバスケットを落としてしまった。




「ずっと、こんな日を。……ずっとっ」




　おいおい。おいおいおい。

　俺は途方に暮れていた。

　何故か？

　それというのも目の前の魔族の女が、涙を零こぼしながらその場に座り込んでしまったからである。




「申し訳ありません。アベル様。ずっと、お待ちしていたもので」




　俺を待っていた？

　いや、待て。こんな美人、全く見覚えがないぞ。

　自慢ではないが前世の俺は魔術の研究に没ぼつ頭とうするあまり、異性とは全く縁のない人生を送っていたからな。
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　しかし、この涙が本物なのだとしたら大した演技力だ。

　本当に、俺のことを待っていたのだとしたら。誰だ？　魔族に知り合いなんていたか？




「ああ……。そうか……。そういうことか……」




　不意に既き視し感かんに見舞われた。

　見たことがある。泣きじゃくりながら俺を見上げるその顔。




『アベル！　正気か！　そいつは幼いとはいえ魔族だぞ！』

『信じられない！　その子はアタシたち人類の敵なのよ！』




　その日のことは今でも鮮明に思い出すことができる。

　魔王を倒した翌日、俺は気まぐれで一人の魔族の娘の命を救ったことがあったのだった。

　運悪くも城の中で逃げ遅れた彼女は、『魔王の娘』という理由だけで殺されそうになっていたのである。

　そうだ。俺はこの娘の名前を知っている。




「――久しぶりだな。リリス」

「はい。アベル様の方もお変わりがないようで何よりです」




　なるほど。

　二〇〇年の時間が経過すると、ツルペタだった魔族の幼女も二〇歳はたちくらいの外見年齢に成長するのだな。




「二〇〇年前、命を助けて頂いた時からずっと。貴方あなた様にご恩返しをする気でいました！　勇者パーティーから外れどこかに消えたとお聞きして……。一〇〇年以上も世界を探し回ってようやくこの場所を見つけたのです」




　そうだったのか。

　魔族に隠れ家を見つけられるとは、俺も詰めが甘かったかな。

　やはり経年劣化によって、洞どう窟くつの中に張り巡らせた結界が弱ってきていたのだろう。

　計算が外れたな。

　次に転生する機会があれば、その辺の問題を調整しなければなるまい。




「ところでリリス。お前の眼は以前までは、俺と同じ《琥こ珀はく色》だったはずなのだが……。俺の記憶違いか？」




　先程からずっと疑問に思っていたことがある。

　それは暫しばらく会わないうちにリリスの眼が《琥珀眼》から《碧眼》に変わっていたことだ。

　眼の色というのは、その個人を構成している『魂の色』と言い換えても過言ではない。

　俺が転生しても捨てられなかった《琥珀眼》を、どうして彼女はいとも簡単に捨てることができたのだろうか。




「はい。《琥珀眼》ですよ。ですが、今はカラーコンタクトを使用していますので」

「……カラーコンタクト？」

「そうですね。こういうのは口で説明をするよりも実際に見て頂いた方が早いと思います」

「なっ……!?」




　次にリリスの取った行動は俺の度ど肝ぎもを抜くものであった。

　何を思ったのかリリスは自らの眼に手を突っ込んで、ベリベリと何かを剝はがし始めたのである。




「これがカラーコンタクトと呼ばれているアイテムです。慣れてしまうと意外と痛みもなく、違和感なく付けることができるのですよ」

「…………」




　なるほど。

　この半透明のシートが眼の色を変える役割を果たしているわけか。

　俺が生きていた時代では。誰もが思いつきそうでいて、誰も形にできなかったアイテムである。




「ふふっ……。ふふふふ……」




　自然と乾いた笑声が漏もれ出してしまう。

　やはりリスクを覚悟で二〇〇年先の未来に転生したのは正解だったな。

　人類の進化は素晴らしい。

　この世界を紐ひも解といてみると、そこに見えるのは眼の色による差別、迫害の歴史である。俺たち人類は、眼の色一つで、いがみ合い、時に戦争を起こして、大勢の命を犠ぎ牲せいにしてきた。

　皮肉なものだな。

　俺たちの争いの理由は、こんな半透明のシート一枚で解決するものだったのか。




「アベル様。募つのる話はありますが、よろしければ、場所を変えませんか？　近くにワタシの用意した家がありますので」

「ん。そうだな」




　リリスの話も気になるが、やはり外の世界での『新しい発見』は自分の眼で見て、体験しておきたい。

　ふと、リリスが落としてしまったバスケットを拾い上げ、中から何かを取り出した。

　それは、細長い布だった。

　見ただけで温かくなるようなモコモコの糸で織られている。

　何を思ったのかリリスは、唐とう突とつにそれを俺の首に巻き始める。




「これは何だ？　襟えり巻まきの一種か？」




　俺が尋ねると、リリスはニコリと笑う。




「これはマフラーという防寒具です。二〇〇年前とは少し呼び方が変わっていますね」




　彼女はそう言って俺の手を取った。

　俺の幼い歩幅に合わせて、彼女はゆっくりと歩きだす。

　外に出る。

　吐く息は白く、それよりも世界が真っ白だった。

　降り積もったばかりの雪には、まだ誰の足跡もついていない。




「さぁ。行きましょうか。アベル様」




　頷うなずいた俺は、この新しい世界の雪の上に一歩踏み出した。







第二話　二〇〇年後の世界







　リリスと一緒に雪山を下りる。

　暫しばらく雪山を下って行くと、麓ふもとの方に小さな村が見えてきた。

　ふむ。二〇〇年前にはこんなところに村なんてなかったはずなのだが、やはり昔とは色々と勝手が違っているようだな。

　地学的に何か有利な条件を持っているわけではない辺へん鄙ぴな土地なのだが、それなりに栄えてはいるようだ。

　おそらくこの土地を治める貴族が優れた統治能力を発揮した結果なのだろう。

　などということを考えていると、さっそく目的地に到着する。




「到着しました。あそこに見えます建物がアベル様のために用意した隠れ家となっています」

「ほう……」




　思わず感かん嘆たんの声を漏もらしてしまう。

　目の前にある大豪邸。

　俺がいた時代なら王族の住んでいる家だと言われても不思議じゃない。

　左右対称の二階建て、いや三階建てだな。何室あるのだ、この家は。

　早く中に入って色々と見てみたい。




「アベル様。残念ながらあの家は違いますよ。ワタシが用意したのは、その隣にある一軒家です」

「んん……？」




　リリスに言われて視線を移す。

　家だ。木造家屋。

　良く言うとシンプル、悪く言うと飾り気のない。

　いや、大豪邸を見た後だからそう思うだけで、実際はそれなりに立派な造りをしている。煙突もあるし、よく見れば屋根裏もありそうだ。おお、なかなか風ふ情ぜいのある良い家じゃないか。

　うん。




「普通、だな」

「普通が一番ですよ。アベル様の立場を考えますと、あまり悪目立ちするのも良くないと感じまして」




　なるほど。

　言われてみれば一理ある。

　前世では一部の人間から最強の魔術師として恐れられてきた俺であるが、今のこの子供の体では本来の実力の三割も発揮できない。

　体が成長期に入るまで、今は静かに待っているのが賢い選択というやつなのかもしれない。





　～～～～～～～～～～～～






　リリスに案内された家は、どことなく二〇〇年前の一般家庭の内装に似ていた。

　良く磨みがかれた木の床に、明るい色の木の机。それから暖だん炉ろ。

　ソファに、丁てい寧ねいにあつらえられた絨じゆう毯たん。ソファは前の世界にもあったが、絨毯の縫ぬい目の丁寧さには度ど胆ぎもを抜かれた。

　しかし、見たことないのは、あれだ。天井からぶら下がっている謎の球体。




　ピカッ！




　眩まぶしい。球体が光った。

　これは一体どういうことだろう。

　家にいるのは俺とリリスの二人きりなので、誰かが魔術を構築した気配は見られなかった。




「申し訳ありません。驚かせてしまいましたね。あそこで光っているのは『電球』と呼ばれる照明器具ですよ。スイッチ一つで周囲を照らすことのできる優れものです」




　そう言うとリリスは、スイッチのオンとオフを繰り返して、照明が点滅するところを見せてくれた。

　なるほど。これは便利だ。

　おそらく電球の内部には小型の魔石がはめ込まれており、スイッチに反応して自動オートで魔術が構築されるようになっているのだろう。

　その証拠に電球の周囲だけ魔力の流れが僅わずかに淀よどんでいるのが分かる。




「あまり驚かれないのですね」

「ああ。たしかに凄すごい技術ではあると思うのだが、どうしても自分で魔術を構築した方が便利だと思ってしまってな」




　本来、周囲を照らす魔法は、火属性魔法を司つかさどる《灼しやく眼がん》の得意領域であるが、この程度の魔術であれば、眼の色を問わずに誰でも簡単に使用することができる。

　俺の住んでいた二〇〇年前の世界では、暗い夜を嫌って子供たちが必死に《発光フラツシユライト》の魔術構文を学んでいたものである。




「ふふふ。アベル様らしい考えですね」




　俺らしい考え？

　明かりを灯す《発光フラツシユライト》なんて魔術の中では基礎の中の基礎だろう。

　俺でなくても魔術を学んだ人間であれば誰しもが抱く当然の疑問だと思うのだが……。




「今、食事の支し度たくをしますので、自分の家だと思って、ゆっくりとくつろいでいて下さい」




　そう言ってリリスはキッチンの中に入っていく。

　ちなみに小さい家なので居間にいる時でも、キッチンの様子を確認することができる。




「お疲れのようでしたら、そちらのソファの上で自由に横になっていて下さい。準備が整いましたら改めて声をかけさせて頂きますので」




　そういうことであれば遠えん慮りよはしない。

　久しぶりに目を覚ましたせいか、予想以上に疲労が溜まっている。

　暫く横になっていると、俺はソファの上で、心地の良い微睡まどろみの中に落ちていくことになった。





　～～～～～～～～～～～～






「……アベル様。食事の準備が整いました」




　約束通りにリリスから起こされたのは一時間後のことであった。

　眼を覚ました時には既にテーブルの上に料理が並べられており、家の中には食欲が搔かき立てられる良い香りが漂っていた。




「グッスリと眠られていたのですね」

「ああ。どうにも子供の体だと眠気が襲ってくる頻ひん度どが高くていかんな」

「……聞いても良いでしょうか。不自由だと知りながら、どうして子供の体を？」

「まあ、たしかにリスクはあるが、これはこれでメリットが多いからな」




　曰いわく。この世界には三つのピークがあるとされている。

　それ即すなわち――学習能力のピークが一〇代。体力のピークが二〇代。魔力のピークが三〇代といった感じである。

　俺が一〇代に入る前の子供の体を選択したのは、二〇〇年後の未来の世界では、たくさんの新しいことを学んでいかなければならないはずだと考えたからだ。

　まあ、それとは別にせっかく新しい人生を送るなら子供の体からやり直したいという個人的な事情もあったんだけどな。




「おお……。随ずい分ぶんと手の込んだ料理を作ったのだな」




　本日の夕食はアサリとトマトのクリームパスタ。

　メニュー自体はシンプルなのだが、センスの良い食器、サイド横に添えられた副菜のせいか、やたらとオシャレに見える。




「どうぞ。召し上がって下さい」

「いただきます」




　やれやれ。

　どうやら二〇〇年の間も眠りについていた間に、俺の体は随分と贄にえとなる食事を欲していたらしい。

　俺は味の感想を述べる間もなく、瞬く間のうちに目の前の料理を平らげていく。




「どうでしょう。味の方は」

「ああ。かなり美味うまいと思うぞ。どこかで勉強したのか？」

「いいえ。そんな大層なものではないのですが、料理の本を読んで少し勉強したくらいです」

「なるほど……。今は料理に関する本まで出る時代なんだな……」




　二〇〇年前の世界では本というのは超が付くほど高級品であった。

　もともと紙自体が高価というのもあるのだが、一冊一冊を手書きで作っているために恐ろしく人件費がかかるためだ。

　更にタチが悪いことに同じタイトルの本であっても、何度かコピーをしていくうちに内容が書き換えられていって質が低下してしまうのである。

　前の時代では本というと、九割は魔術に関する本であり、それ以外には歴史の本が少しあるくらいだった。

　少なくとも料理の内容を本にするという発想は、俺の暮らしていた時代では考えられないものである。




「昔は本一冊で小さな家が買えてしまう時代でしたからね……」

「ああ。俺も稼かせいだカネをつぎ込んでいたから貧乏生活が絶えなかったよ」




　俺の場合、質の悪いコピー本ではなく原本に拘こだわっていたから正直に言ってカネは幾らあっても足りなかった。

　ふふふ。

　しかし、これは今後の楽しみが増えてきたな。

　人類の進化というものは目覚ましく、俺が期待をしていた以上に、この世界の文明レベルは劇的な進化を遂とげていた。

　おそらく今の時代ではかなり安価に本を読めるようになっているのだろう。




「よろしければ食事の後は、二階に用意した書庫を案内しましょうか？」

「おお……！　そんなものまで用意してくれたのか……！」

「はい。アベル様が大の読書家だということは知っていましたし、何より今の時代を知るには本を読んでしまうのが一番手っ取り早いかと」




　リリスの言葉に釣られた俺は足取りを軽くして、書庫のある二階に向かう。

　大好きな本が読めるのであれば、退屈な子供時代を有意義に過ごすことができるに違いない。

　当時の俺はこの世界で密かに起こっている『衰退』に気付かず、呑のん気きにそんなことを考えていたのだった。







第三話　ボンボン貴族







「なんだよ……これ……」




　徹夜明けの朝。

　陽ざしの中で辿たどり着いた『この世界の現状』に俺は驚きを隠せず声を上げた。

　この世界で、大きく変わったのは二つ。

　まず一つ目は、この世界において『技術革新』があったという事実。

　これは喜ばしい進歩と言える。

　使い方次第で様々なエネルギーに転換できる『魔石』の加工技術が発達したことによって、この世界の文明レベルは爆発的な進化を遂げることになった。

　たとえば、昨日リリスが説明してくれた『電球』などがそうである。

　魔石のエネルギーを抽出することによって、様々な産業でイノベーションが巻き起こり、人々の生活は激変していった。

　だが、俺に言わせれば魔術で出来る範はん疇ちゆうまで自動化する必要があるのかと鼻で笑ってしまうようなのも多々あったわけだが……。

　そう。

　まさに、そこなのだ。二つ目の俺が驚いた事実は――。




「なんてことだ。魔術師たちのレベルが信じられないくらいに低下しているぞ……」




　たとえば、今俺が読んでいる本などがその典型である。

　無駄に長ったらしく仰ぎよう々ぎようしい言い回しをしているが、この本に書いてある技術は、二〇〇年前の時代では一〇歳にも満たない子供たちでも当然知っているような内容であった。

　だが、この本などはまだマシな方である。

　中には堂々と間違った魔術構文を載せて、紹介、解説をしている本まで存在していた。

　お前は本当にその魔術構文を流して魔術を構築したことがあるのかよ？

　ツッコミ所が多すぎる。

　欠陥バグだらけで一〇〇パーセント暴発するぞ。専門家の俺が言うのだから間違いない。

　体を伸ばして椅い子すから飛び降りる。

　少し部屋の換気をしようと思って扉を開くと、おや、扉の前にパンが置かれている。




『アベル様、朝食と昼食を置いておきますね。仕事に行ってきます。夕方過ぎには帰りますので家でおくつろぎください。　――リリス』




　おそらくこの書き置きは、読書に集中している俺に対して気を利きかせてくれたものなのだろう。仕事。仕事か。

　そうだよな。

　リリスも何かしらのことをして生計を立てているわけだ。

　気になるな。

　アイツは一体この人間だらけの村の中で何の仕事をしているんだろうか。




「クソッ……。そろそろ眠くなってきたな……」




　先程から欠伸あくびが止まらない。

　やはりこの幼い体で徹夜はきつかったか。

　ううん……。

　そろそろ眠くなってきているしキリの良いところまで読んだら終わりにしようかな。

　リリスの厚意に甘えた俺がパンを齧かじりながらも読書に戻った直後であった。




　ガチャンッ！




　玄関の扉が開く音。

　んん？　家の中に誰かが入ってきたみたいだな。

　明らかにリリスの気配とは雰ふん囲い気きが違う。

　元気に跳ねるような足音は、どんどん書庫の方に近づいてきて、何者かがババンッ！　と扉を開く。




「たのもー！」




　道場破りか何かか、お前は。

　突如として書庫の中に足を踏み入れたのは、俺と同じ一〇歳くらいの風ふう貌ぼうをした金髪の少年であった。




「へへーん！　お前がリリスの弟だな！」




　いや。違うぞ。

　なんだよ。リリスを知っているということはアイツの知り合いか。

　見たところ普通の人間の少年だな。せいぜい、普通と違うのはその装よそおいか。

　焦げたような飴あめ色の金髪は綺き麗れいに整えられている。

　着ている服装が随ずい分ぶんと派手だな。

　うるさいくらいに模様が施ほどこされた赤い上着。シャツの襟えりには花の刺し繡しゆう。

　なるほど。

　金持ちの坊ちゃまだな。または貴族といったところか？

　となれば。思い出すのはお隣さん。

　隣の巨大なあの豪邸。あそこの子供だろう。

　やれやれ。このお子様は、一体なんの用で俺たちの家に入ってきたのだろうか。
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「喜べ平民！　今日からこのオレ、テッド様の舎しや弟ていにしてやろう！」




　ほうほう。この子供、言うに事欠いて俺のことを弟子に取ろうというのか。

　無視だ。無視。

　いつの時代にも普ふ遍へん的に存在している悪ガキだ。




「おいおい、なーってばなー！　リリスの弟ー！　えーっとアベベ？」

「アベルだ」

「おーいー！　アーベールー！　俺の舎弟になれよー！　舎弟って知ってるか？　弟分だぞー！」

「すまん。生あい憎にくと俺は師弟関係に興味がないんだ」

「なんだよー！　なれよー、舎弟ー！」




　クソッ。なんて日だ。

　子供のように喚わめく金持ちのボンボンは一向に部屋から出て行ってくれる気配がない。

　仕方ない。

　子供を怯おびえさせるのは趣味じゃないが、このままだと読書に集中できそうにない。

　少し脅おどかすか。

　決意を固めた俺はパタンと本を閉じる。




「一つ忠告をしておこう。俺に関わるのは止めておけ。この眼、分かるだろう」




　本音を言うとこういう演技は得意ではないのだが、背に腹はかえられない。

　俺は、黄金に輝く眼――《琥珀色の眼アンバー・アイズ》を使って侵入者を見下ろした。

　魔族と同じ琥珀色の眼は、この世界では不吉の象徴だ。

　これでこいつは二度と俺にかかわろうとしないだろう。




「え。お前……その眼の色……!?」




　一歩下がったテッド少年に向かって、畳たたみかけるように眼光を向ける。

　よしよし。効いているみたいだな。

　ここはもうひと押し、更に脅しをかけておこうか。




「ククク。そうだ。何を隠そうこの俺は魔に連なる眼の――」




　だがしかし。

　次にテッドが取った行動は俺の予想を大きく裏切るものであった。

　どういうわけかテッドは俺の顔を見て、大きく噴き出したのである。




「ぷ、ぷぷっ！　マジか！　こ、《琥珀眼》じゃんかー！」




　意味が分からない。

　テッドはゲラゲラと笑いながら床の上を転がり回っている。




「初めて見たわー！　マジでいたんだ！　《琥珀眼》って！」




　なんだ。どういうことなんだ。

　あまりに衝撃的な光景に開いた口が塞ふさがらない。




「おい！　テッド！　勝手にリリスさんのお宅に上がってはダメだろう！」




　慌てた様子で部屋にやって来たのは、このテッドによく似た金髪の少年だ。

　テッドよりも歳としが二、三上のように見える。

　容姿から想像するにこの二人は血の繫つながった兄弟なのだろう。




「バース兄ちゃん！　見てくれよ、コイツ！　オレ、《ひよこ眼チツク・アイ》なんて初めて見たよ！」




　何なんだよ。さっきからこの悪ガキの物言いは。

　まあ、テッドの言葉は所しよ詮せん、年端も行かない子供の戯ざれ言ごとなんだろう。

　バースくらいの年齢になれば、嫌でも琥珀眼のことは意識するようになるはずだろう。




「……そうか。リリスさんから凄すさまじい才能を持った弟さんが越してくる、と聞いていたのだが……。どうやらボクが期待しすぎていたみたいだね」

「…………」




　んん？　もしかしてこの兄も同類なのか？

　この兄弟はさっきから何を言っているのだろうか。

　今更説明するまでもなく、この世界において琥珀色の眼は『最強』と『最悪』の象徴のはずだった。

　いや、まさか……。




「この世界では琥珀眼はバカにされるようなものなのか？」

「ぷっはぁ！　バース兄ちゃん！　このアベベって平民は何も知らねーみたいだぞ！」




　もはや名前の間違いを訂てい正せいする気にもなれない。

　それくらい今の俺はショックのあまり呆ぼう然ぜんとしていたのである。




「いーかー、アベベー！　そのひよこ色の眼はなー、どの属性にも適性がゼロ！　火も水も風も、生産魔法も治ち癒ゆ魔法も、ぜーんぶ使えない《ゼロの眼》なんだよ！」

「テッド、いい加減にしないか。流石さすがに言い過ぎだ」




　これは驚いた。

　たしかに、だ。たしかに琥珀眼は修練が必要な眼だ。

　具体的には一〇年近く修練を積まねば、どの属性の魔術もロクに扱えない大器晩成型である。だが、所詮一〇年の修行でモノになるのだ。

　そして、修練を終えた琥珀の眼は、全すべての属性を操れるようになる。

　やがては（もちろん、個人差もあるが）全属性の最大魔術をほぼ完かん璧ぺきに発現できる。

　理不尽な迫害を受けることはあったが、性能面に関しては他の眼と比べて特出した存在だと言っても良い。




「えっと、アベシさん、でしたっけ」




　なんだその良い感じの叫び声の如き名前は……。




「アベルだ」

「アベルさん。ウチの弟が失礼なことを言って申し訳ない」




　バースは軽く頭を下げてくれた。

　ああ、苦しゅうないぞ。と思いつつ、『大丈夫だ。気にしてない』とだけ小さく答えた。




「テッドも謝れよ」

「えー。嫌だよ。だって《ひよこ眼》なんてさ」

「ダメだよ。テッド。今の時代は魔術が使えなくたって、それなりに幸せな人生を送れるんだ。アベルさんも、身の丈にあったことで今後もボクたちの世話をしてくれるだろうし、テッドも仲良くするんだぞ」




　ん。バースとか言ったか。

　お前も根っこの部分では琥珀眼の人間をバカにしているんだな。

　個人的にテッドのような底抜けたバカはそれほど嫌いではなかったりするのだが、バースのように中途半端に知恵とプライドを持った人間は酷ひどく苦手である。




「さぁ、テッド。ボクらは家に帰って魔術でも学ぼう。選ばれた人間は成すべきことを成さないとね」

「へいへーい。んじゃ、またなー、ひよこ眼のアビビ！」




　乱雑に扉が閉められた。

　全まつたく……。本当になんだったんだ……。

　いきなり人の家に上がり込んできては、次から次へと誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを叩き込んでくる、嵐のような兄弟だったな。

　しかし、そうか。そういうことか。

　歴史の書物を取り出す。先程読んだ……『戦争史』。

　この世界、少なくとも過去一〇〇年は魔族との戦争は一度も起こっていない。




　つまり、平和なのだ。




　魔族がいなければ、必然的に誰もが魔族の持つ《琥珀色の眼》を恐れなくなる。

　更にいえば……元々、灼・碧・翠・灰・黒の五大眼は、得意属性の魔術ならば少し練習すれば、誰もが簡単に使えてしまうのだ。

　逆に大器晩成型の《琥珀眼》は、それなりに修練を積まないと魔術を習得することが難しい。

　だからこそ魔術のレベルが落ちたこの時代において《琥珀眼》の人間は、『適性ゼロで、必要性ゼロ』と罵ののしられる『嘲ちよう笑しようの対象』になっていたのだろう。

　ああ。そうか。

　遅まきながらもリリスがカラーコンタクトを使って、眼の色を隠している理由がようやく分かったような気がするよ。

　個人的にはカラーコンタクトのような自分を偽る装飾品は好きになれないのだが、こういう事情があるのならば身に着けるのも頷うなずける。

　迫害の次は、嘲笑……か。

　やれやれ。

　普通に人並みの生活を送ることって、こんなにも難しいものだったのだな……。





　～～～～～～～～～～～～






「お前の仕事って使用人だったのか」

「はい、そうですよ。あ、この世界ではハウスメイドと呼ばれるお仕事です。似合いますか、メイド服」




　帰って来たリリスはニコリと笑って、自分の服を自慢するかのように俺の前で一度回って見せた。

　黒に近い深緑色のエプロンドレス。

　いや、この時代に合わせて言うのならばメイド服と呼んだ方が良いのか。




「うん。まあ似合っているんじゃないか」

「ふふふ。それは良かったです。ではすぐに夕食の準備に取り掛かりますね」

「お願いしよう。ああ、それと」

「はい？」

「……お前がカラーコンタクトを使って眼の色を隠している意味がようやく分かったよ」

「そう、ですか」




　最初は単に魔族であることを隠す目的なのだと思っていたが、実のところ、別の意味が隠されていた。
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　書庫にある本で調べてハッキリと分かった。




　この世界では《琥珀眼》は嘲笑の対象となっている。




　それも割と冗談にならないレベルでだ。

　先程のボンボン貴族たちのリアクションは、何も特別なものではない。

　この時代において《琥珀眼》の人間は、以前とは違った意味で生きづらくなっているのである。




「この二〇〇年間で、魔族はほとんど力を失いました」




　リリスは、料理をしながら言葉を紡つむぎだした。

　俺は無言のまま書庫から持ち出した本のページを捲めくる。




「アベル様が率ひきいる勇者パーティーは魔王を討とう伐ばつ。その後、各地で人間は魔族の残党を相手に戦争を挑み……人間が勝利しました」

「そうか」

「はい。そして魔族は壊滅。魔族が壊滅したので世界は平和となり、魔術師たちのレベルは低下していきました。結果」

「琥珀眼を恐れるものはいなくなり、鍛錬すれば最強の力を得られる、という事実まで全すべて歴史の彼方かなた、か」

「流石はアベル様。その通りです」




　包丁がまな板に当たる小気味がいい音と、暖だん炉ろの薪まきが燃えて火の粉こが散る優しい破裂音。

　妙に、静かな会話だった。




「……リリス。お前は、人間を。いや、俺たちを恨んでいるか」




　魔族壊滅は、間違いなく俺たちの戦いが切っ掛けだ。

　あの日、あの時、俺たちは魔王を。つまり、こいつの父を。




「そうですね。恨んだ日も泣いた日もありましたよ」




　包丁の音が止まった。

　本を読んでいるので確認したわけではないが、キッチンの方からリリスの視線をハッキリと感じることができた。




「ですが、アベル様はワタシを必死に庇かばって下さいましたよね。それに、その後、ワタシが安全に暮らせる土地を探して一緒に旅をしてくださいました。覚えていますか？」

「ああ」

「僅わずかな時間でした。ほんの半月ほど。でも、その時、アベル様は教えてくださいました。魔術の使い方や、人間の街の法。そして……他にも色々」

「はぐらかすな。お前、昔はあんなに素直に色々喋しやべってくれたのに」

「ふふ。いい女は秘密をイヤリングのように身に着けるものですよ。昔、ワタシを雇ってくれた酒場のママが教えてくれました」




　リリスのやつ、この二〇〇年の間で妙に色気づいたよな。

　まったく、昔はあんなに素直で愛らしい幼女だったくせに。




「だから」




　リリスは俺に近づいてきた。

　そして、片膝をついて、俺の顔を覗のぞき込んできた。




「ワタシはアベル様を心からお慕したい申しております」




　いくらなんでも顔が近すぎる。

　なんとなく照れ臭くさい気持ちになってきたので、俺は手にした本で顔の下半分を隠すことにした。




「そうか」




　よく考えてみるとリリスの奴は二〇〇年もの間、俺の転生を待ち続けて、俺が快適な人生を送れるような環境までも用意してくれたのだよな。

　命を救った恩を感じていたとは言っても並大抵の気持ちでは、それほどのことはできないはずである。




「……ありがとう」




　だから俺はそう呟つぶやいてみることにした。

　やはり自分の気持ちを口にするのは気恥ずかしい。

　なんとなく居たたまれなくなったので、その後の俺はリリスと視線を合わせることもなく、本の世界に没ぼつ頭とうすることにした。





　～～～～～～～～～～～～






　で、それから一時間後。

　どういうわけか俺はリリスと一緒に風呂に入ることになっていた。

　最初に言い訳をしておくと、別にこれは俺の意思でやっていることではない。

　リリスに強引に誘われたのだ。

　半ば拉ら致ちされたと言っても過言ではない。




「……申し訳ありません。先程のやり取りでアベル様に対する愛が爆発してしまいまして」

「…………」




　そうか。よく分かったよ。

　お前は愛が爆発すると他人を強引に風呂場に拉致する奇病にかかっているのだな。

　残念ながら拙つたない俺の回復魔法では、リリスの病気は治してやれそうにもない。




「やれやれ……。裸の男女が湯船の中で二人きり。お前、この状況の意味が自分で分かっているのか？」

「ふふふ。アベル様は面白いことを言うのですね」




　特に恥じらう様子なくリリスはクスクスと笑う。
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「お言葉ですが、アベル様。精せい通つうしているかも怪しいお子様ボディーの男性に言われても、全まつたく説得力がありませんよ」

「クッ……」




　痛いところを衝つかれてしまった。

　たしかに今の俺は異性としての魅力が皆無のお子様ボディーの状態である。

　子供になった俺とは対照的に、二〇〇年の歳月を経たリリスは体の様々な部分が成長を遂とげている。

　知らなかった。

　女性の胸部というのは、ある程度の大きさに到達すると湯船の中で浮くことになるのだな。

　なんて日だ。

　前世では俺が三〇代後半だった時、こいつは五歳にも満たないチンチクリンのガキだったのだが、今となっては立場が逆転してしまったというわけか。




「……ワタシは幸せです。他でもないアベル様に女として意識してもらえるようになりましたから」




　むぎゅっと湯船の中で俺の体を抱きしめながらもリリスは言った。

　やれやれ。

　この女は男の性欲というのを少し舐なめすぎである。

　実際、この年代の子供は下手へたな大人よりも性欲旺おう盛せいだったりするものなのだ。

　しかし、参ったな。

　どんな分野であっても俺は、やられっぱなしでいるのは我慢のできない主義なのである。

　仕方がない。

　風呂から上がったら、男としてのプライドに懸かけて少しだけ反撃に移らせてもらうとしよう。





　～～～～～～～～～～～～






　耳を澄ませば夜虫たちの鳴く声が聞こえてくる。

　その夜、俺はリリスを抱いた。

　実を言うと前世の俺は『強くなる』こと以外にはあまり興味がなく、女を抱いた経験がなかった。

　もしかしたら幸せというのは、こういう感情のことを指すのだろうか？

　リリスを抱いた日の夜の俺は、いつもよりも遥はるかに穏やかな気持ちで寝られたような気がした。







第四話　鬼ごっこ







　さて。

　俺がこの世界に転生して、数日が経った。

　今日まで俺はこれといって大きな事件に巻き込まれるようなこともなく、毎日を有意義に過ごすことができている。

　朝はリリスと一緒に朝食をとり、昼は書庫で魔術の勉強。

　作り置きの昼食を食べた後、少しだけ休憩。

　目が覚めたら書庫に籠こもり更に勉強をしながらリリスの帰りを待つ。これが俺の今のところの日常だ。

　なんといっても俺はこの二〇〇年間、ひたすら眠っていたのと同じようなものだからな。

　やるべきことは山積みである。

　しかし、この昼下がりには一つだけ、回避不可能な強制イベントが存在していた。




「へへーんっ！　今日も来てやったぜ、ひよこ野郎！」




　扉をドガーンと開けて乱入してきたのは、焦げた飴あめのような金髪を持つ近所の悪ガキである。

　このボンボン貴族（弟）は、あの日以来ほぼ毎日のように、俺の勉強の妨害に来ている。

　まあ、テッドの気持ちも分からなくもない。

　おそらくこのボンボン貴族（弟）は、同年代の遊び相手が欲しくてたまらないのだろう。

　俺はパタンと本を閉じる。

　だが、しかしだ。

　もちろん俺にはテッドの遊びに付き合ってやる義理はない。




「あ、おい！　待てよ！　えっと、平民！」




　悪いな。ボンボン貴族（弟）。

　生あい憎にくと俺は子供に構っていられるほど暇じゃないんでな。

　俺は身体強化魔術を使って脚力の強化を図ると、窓の外から飛び出して、隣に建てられた家の屋根の上に着地する。




「うえええええ!?　お、お前、なんだよ！　その動き!?」




　まだまだ本調子には遠いが子供の体の扱いにも随ずい分ぶんと慣れてきたな。

　全盛期の時の一〇〇分の一にも満たない身体強化魔術であるが、ボンボン貴族（弟）を驚かせるには十分なものだったらしい。




「くそっ！　オレだってやってやるぜ！」




　テッドは俺の動きを真ま似ねして窓から飛び出した。

　ふむ。

　一応、身体強化魔術は使えるみたいだな。

　しかし、魔力を流す速度が出過ぎだな。全まつたく基本が出来ていない。

　身体強化は、その身に魔力を鎧よろいのように纏まとう魔法。

　そして魔力は体内から放出される水のようなもの。

　これでは魔力を悪戯いたずらに浪費しているようなものだ。




「うぎゃあああああああああ！」




　そらみたことか。言わんこっちゃない。

　未熟な魔術で俺の動きを真似しようとしたテッドは、飛距離が足りずに近くの茂みの中に落ちていくことになった。




「……おい。大丈夫か？」




　まさかとは思うが死んではいないよな？

　勘弁してくれ。

　いくら相手に非があるとはいっても、貴族の身にもしものことがあったら面倒事は避けられない。




「おらぁっ！　待てや！　ひよこ野郎！」




　ほう。これは俺の方が少しテッドのことを侮あなどっていたのかもしれないな。

　このボンボン貴族（弟）、意外にタフである。

　額に草の葉をつけながらも茂みの中から姿を現したテッドは、俺に向かってイノシシのように真っすぐ突っ込んできた。

　さて。どうしたものかな。

　避けることもできるし、転ばせることもできるが、面倒だな。

　俺は無言のまま、跳び箱、ないし馬跳びの要領でテッドの上を軽く跳び越える。




「ふぎゃああ！」




　テッドは体勢を崩してその場にうつぶせで倒れた。

　派手に転んだようには見えるが、手加減はしたので大したダメージもないだろう。




「な、なんだよ！　ヒヨコ野郎のくせに！　ムカツク！　ムカツクよおおおお！」




　お前はもう少しボキャブラリーを身に着けるべきではないだろうか。

　怒りの感情を露にしたテッドは、駄だ々だをこねるようにして地面の上を転がり回る。




「ドンマイだ。まあ、お前もあと二〇年くらい真ま面じ目めに修行すれば、それなりの使い手になれるんじゃないか」




　子供相手だ。多少は慰めておこう。

　よく考えれば、この世界の魔術師たちの平均的なレベルが分からんな。




「コノ！　コノォォォ！　オレの舎しや弟ていのくせにーっ！」




　益ます々ますと悔くやしがるテッド。

　いやいや、生憎と俺はお前の舎弟になった覚えはないぞ。

　あ。そうだ、

　もしかしたら良いアイデアを閃ひらめいたかもしれない。




「ふむ。テッド。お前の舎弟になってやってもいいぞ」

「お！　おおおおっ！　ついにヤル気になったか！　褒ほめて遣わすぞ！」

「ああ。ただし条件がある」




　俺は開いていた本をパタリと閉じてから、自分の首に巻いてあるマフラーに視線を移す。

　リリスに教えてもらって以来、すっかり俺はこのマフラーという防寒具を愛用するようになっていた。

　もともとこの地域は標高が高く、一年の半分くらいは雪に囲まれているような場所なので、使い勝手の良い防寒具は有難い存在だった。




「そうだな。このマフラーを日没までに俺から奪い取れたら舎弟になってやろう」




　いずれにしてもボンボン貴族（弟）は、俺の勉強を妨害に来てしまう。

　ならばいっそ運動の相手として利用してやった方が互いに有意義な時間を過ごせるような気がする。

　ちょうどこの時代の魔術師がどれだけ才能を持っているのか、調べる機会が欲しいと思っていたところだったんだよな。




「よっしゃ！　そのマフラーを奪えば良いんだな！　楽勝だぜ！」




　テッドもヤル気のようだ。

　しかし、お前のその自信は一体どこから湧き上がってくるんだ？




「では、用意――どん、だ」

「行っくぜぇぇぇ!!」




　俺が身体強化魔術を使って民家の屋根に飛び移ると、テッドは近くにあった木箱を伝って上にいる俺の後を追いかける。

　テッドとの屋根の上の鬼ごっこが始まった。





　～～～～～～～～～～～～






　どうやらボンボン貴族（弟）は、自分の身体強化魔術の拙つたなさに気付いたらしい。

　それからというものテッドは、あまり魔術を使わずにウサギのようにピョンピョンと飛びかけて追いかけてくる。

　ふむ。

　これは少し驚いたな。

　人間、誰にでも長所の一つくらいはあるということだろうか。

　テッドの場合、魔術の才能があるようには見えないし、顔立ちだってお世せ辞じにも整っているとは言えない。

　おまけに頭が悪い。

　子供だということを差し引いても、全まつたく知性の欠片かけらを感じられない。

　が、しかしだ。

　どういうわけか『体力』に関してだけは『それなり』のレベルがあるようだ。

　子供ながらにして、ここまで諦めないで追いかけてきたことに関しては一定の評価を下さなければなるまい。




「ぜぇ……ぜぇ……。ど、どうしてお前はそんなに平然としていられるんだよー!?」




　そりゃお前、普通の子供とは鍛え方が違うからな。

　本気を出した俺のスピードについてこられる魔術師は二〇〇年前にもいなかった。

　せいぜい風の勇者ロイが少しだけ善戦できるかもしれない、というレベルである。




「日没までまだまだ時間があるが、諦めるか？」

「くっ、そぉー！　こんにゃろっ！」




　テッドは俺のマフラーに向かって真っすぐ手を伸ばしてきた。

　遅い。遅すぎる。

　フェイント抜きの直線攻撃が俺に届くわけがない。

　べしっと片手で弾いて一歩だけ後ろに下がる。




「うぎゃああああ！　もうダメだ！　これ以上は……ダメだ……！」




　奇声を上げたテッドは、バタリとうつ伏せに倒れた。

　ふむ。テッドの限界はこの辺りか。

　正直、長くても五分で限界くらいに思っていたのだが、二〇分くらいは粘っていたんじゃないか。

　これは意外な結果である。

　腐っても貴族といったところか。

　おそらく普段からそれなりに体力作りの基礎トレーニングは積んでいたのだろう。




「お、覚えてやがれ……！　いつか……！　いつか必ず……！」




　いずれにせよテッドは既にギブアップのようである。

　仕方がない。

　そろそろ運動を切り上げて書庫に戻るとするか。

　クルリと踵きびすを返した俺が家に戻ろうとした直後であった。

　んん？

　アレはなんだろう？

　屋根の上から景色を見渡すと、お隣さん家の大豪邸の中で見知った人物たちの姿を確認することができた。




「バース、だったか。あの子供は」




　ボンボン貴族（兄）、バースが何やらリリスと話しているようだ。

　何を喋しやべっているんだ？　気になるな。




《身体強化魔術、聴力強化》




　キーンと耳が僅わずかに鳴ってから、音がやたら鮮明に聞こえてくる。

　範囲変更、極小規模。

　昔はこれでよく敵陣の作戦とか聞き耳立てたな、とか思い返しつつ、二人の会話が聞こえてきた。




「……ですから。何度も言っています。ワタシはバース様とお付き合いできません」




　ふむ。何やら修しゆ羅ら場ばのようである。

　しかし。そうか。

　まあ、リリスはかなり美人になったもんな。

　澄ました顔をしているがバースも年頃の男子である。

　リリスのような美人が近くで働いていれば、変な気を起こしてしまうのも無理のない話だろう。




「何が不満なんだ！　このボクの！」




　強しいて言うなら、そういう態度じゃないのかな、と内心でツッコミを入れつつも、少しだけ同情する。

　子供とはいえ、女に袖そでにされるのは、辛つらいだろう。

　バースのようなプライドの高い貴族にとっては尚更である。




「いいえ。不満といいますか、それ以前の問題なのです。ワタシには既に心に決めた人がいますので」

「……あの、アベルとかいう男のことか？」

「はい。そういうことです。とにかく申し訳ありませんが、バース様とお付き合いすることは考えておりません。諦めて下さい」




　そういや最近、雑学に関する本で読んだな。

　好きでもない男に言い寄られた時ほど女が残ざん酷こくになる瞬間はない、と。まさに今はそういう状況のような気がする。




「ち、血の繫つながった弟に恋をしているなんて！　キミは不潔だ！　恥はじを知るが良い！」




　そう叫んで、袖にされたバースは涙目で敗走していた。

　気の毒なことだ。

　別に俺はリリスの弟というわけではないのだが、そういう設定にした方が辻つじ褄つまを合わせやすかったのだろう。

　リリスも少し困った顔を浮かべてから仕事に戻って行った。

　さて。

　この一件は、見なかったことにして極力忘れておこう。

　俺も体を動かす時間のようだ。振り返らなくても分かる。




「グレート・テッド・キーック！」




　技名を叫びながらドロップキックしてきたテッドをひょいと躱かわす。




「クソッ！　な、なんで今の攻撃が避けられるんだよーっ!?」




　ボンボン貴族（弟）の行動は、目を瞑つむっていても完かん璧ぺきに把は握あくできる。

　俺の背後を取りたければ、まずは気配の消し方を覚えるところから始めなければならないだろう。




「ぐぼえっ。ダ、ダメだ……！　もう限界……」




　結局、その一撃がテッドにとっての最後の攻撃となった。

　全身の魔力を使い果たしたテッドは白目を剝むいたまま気絶することになる。

　失敗したか？

　初日から少しハードに飛ばし過ぎたかもしれない。

　などと思っていたのだが、意外にもボンボン貴族（弟）は、この遊びが気に入ったらしい。

　結果としてその翌日から、俺とボンボン貴族（弟）の鬼ごっこは日課として続いていくことになる。

　俺としても読書ばかりではなく体を動かすことも訓練の一環。

　都合の良い気晴らしの相手ができたとも言えた。







第五話　決闘







「アベル！　隙すきありだーっ！」




　まずは声に出してから動くその癖くせをどうにかしろよ。

　と、思いつつ、本の背表紙で軽く腕を弾いてみせる。

　ん。ちょっと待てよ。




「テッド。今、俺の名前を？」

「ハッハー！　何日も一緒に遊んでいたら流石さすがのオレでも覚えるぜ！」




　何か小さな成長が微笑ほほえましいな、子供は。

　などと感傷に浸りそうになったが、冷静に考えると、別に驚くようなことではないのか。

　名前くらい普通の子供はすぐ覚えるだろ。

　単にボンボン貴族（弟）の記憶力が底抜けて酷ひどいだけである。




「未来の舎弟なんだから、ちゃんと覚えておかないとな！」




　そんな未来が訪れるなら是ぜ非ひに俺の名前を忘れてくれて良い。

　さて。

　ここ数日の間にテッドの様子を観察していて分かったことがある。

　火属性魔術を得意とする《灼しやく眼がん》を持つテッドであるが、本命の属性魔法の才能はというと残念ながら『いまひとつ』のようである。

　もともと属性魔術は、複雑な魔術構文を瞬時に理解して、応用、拡張していく地じ頭あたまの良さが肝かん心じんになってくるからな。

　テッドのような単純な人間には少し荷が重かったみたいである。

　だが、代わりにテッドには身体強化魔術の才能が『それなり』にあった。

　こちらの魔術は属性魔法とは違ってロジカルな思考を必要とせずに『感覚的な野性の勘』が求められてくるのである。

　良くも悪くも単純な思考回路をしたテッドにとっては、性しように合っていたのかもしれない。




「とりゃぁっ！」




　テッドの拳こぶしが真っすぐ来た。

　なるほど。

　ここ数日の間に多少は腕を上げたみたいだな。

　ただ、俺のいた二〇〇年前の世界では、この程度の動きは年齢にかかわらず誰でもできた。

　あくまで『全まつたく話にならない』が『多少はマシ』になったレベルである。

　ぺしっと片手で腕を受け止め、そのまま、足を払う。




「遅い。そんな攻撃ではハエが止まってしまうぞ」

「うべぁっ」




　ヒキガエルみたいな悲鳴をあげてテッドが数メートル先に転がった。




「どうした、もう諦めるか？」




　挑発的にハッパをかけてやると、テッドは「くそーっ！」と間延びした声を上げて起き上がる。

　異変が起きたのはその直後だった。




「うわぁっと！」

「おいおい……」




　勢いよく起き上がったのが災わざわいした。

　テッドは屋根の上に積もった雪で足を滑らせて、裏口側に落ちていく。

　あーあー、あー。

　最悪だ、石いし畳だたみに落ちやがった。

　まあ、打たれ強さだけが取り得のテッドのことである。

　流石にこれくらいのことでは死にはしないだろう。




「いっ、ぁっ……っ！　痛ぇっ……！」




　声にならない声を上げているテッド。

　目からは大粒の涙があふれ続けている。

　なるほど。

　どうやら着地の瞬間に足の骨を折ったらしい。

　なんだ。骨折程度で済んで良かったではないか。

　前の世界じゃ骨折なんて日常茶さ飯はん事じだ。

　臓器に受けたダメージは何かと修復が面倒になる傾向があるのだが、骨を繫つなぎ合わせる程度の魔術であれば比較的簡単だ。




「喚わめくんじゃない。男だろ」




　とはいえ、テッドも子供か。

　骨折の痛みに耐えろというのが無理な話なのだろう。

　今回のテッドのケガの責任の一端は俺にあることも否定できない。

　仕方ない。

　回復魔法はあまり得意ではないが、この程度の傷であれば俺が治療して――。




「テッド！　大丈夫か！」




　慌てた様子でバースが走ってきた。




「待っていろ！　今、回復魔術をかけてやるからな！」




　ほうほう。

　こいつ《灰眼》の魔術師でもないのに回復魔術が使えるのか。

　バースは回復魔術の初歩、治癒ヒールを発動した。

　これは、少し、俺が侮あなどっていたやもしれんな。

　魔術の内容次第ではバースの実力を評価して……って。




「お、お前は一体……。何をやっているんだ？」

「回復魔術がそんなに珍しいか？　集中できないから少し静かにしていてくれ！」




　これはまずいことになった。

　回復魔術は、イメージ的には積み木に近い。

　高度な回復魔術になればなるほど、積む木の板が小さくなると考えてみればわかりやすい。それくらい繊せん細さいな魔術なんだ。

　そして、普通、積み木を積む時、大きい物を下に敷いて、崩れないように積んでいく。

　だが、コイツの魔術は言うなれば、無理矢理小さい木の上に大きい木を置いて、接着剤で補強したような、突とつ貫かん工事甚はなはだしい魔術だ。

　うわぁ……。

　もう見てられないぞ……。

　こいつ、本当は弟のこと嫌いなんじゃないか？

　あんなふうに繫げたら、神経と神経が擦れて大変なことになるぞ。




「うぎゃあああああああああああぁぁぁぁぁ！」

「大丈夫か!?　少し痛いが、我慢するのだぞ！」




　流石の俺も同情してしまう。

　血の繫がった兄からの粗悪な回復魔術を受けたテッドは、白目を剝いたまま気絶してしまうことになった。




「なあ。治療は良いから早く医務室に運んだ方がいいんじゃないか」




　ボンボン貴族（兄）のせいで治療のハードルが少し上がったが、今からでも適切な処置をすれば十分にリカバリーすることができるだろう。




「ちょっと待ってくれ。その前に、キミ」

「なんだよ」




　テッドを早く医務室に運ばないと。

　お前の粗悪な回復魔術が、体を破壊する攻撃魔術になっちまうだろうが。




「このケガ、どうしたんだ？」

「遊んでいて落ちたんだよ」

「落としたの間違いじゃないのかい？」

「んん？」

「見ていたよ。さっき、キミがテッドの足を払ったところ」

「見ていたのならその先も知っているだろ。その後、テッドが起き上がろうとして――」

「テッド様だろう！」




　やれやれ。このボンボン貴族（兄）は……先程から何を言っているのだろうか。

　この状況でそんな細かいところに拘こだわっている場合かよ。




「キミは平民。テッドは貴族だ。どんなに幼かろうが、我がランゴバルト家の正統な次男だ」

「えーっと……。だから？」

「なんだその態度は」

「平民だろうが貴族だろうが、今はどうでもいいだろう。さっさとテッドを落ち着ける場所に運ばないと」

「どうでもいいだと？」




　バースが静かに拳を握った。

　明らかに俺に向けて敵意を放っている。




「田舎いなか者ものの『劣等眼』！　貴族に対して無礼を働いたことを後こう悔かいさせてやろう！」




　バースが俺に何かを投げつけた。

　その行為には少しだけ見覚えがあった。昔からある古い古いやり方だ。




「決闘だ！　キミは貴族の名誉を傷つけた。悪いがボクは、無礼者には容よう赦しやしない！」




　うん。なんとなく途中から、そういう流れになるんじゃないかという気はしていたのだが。

　空気を読まないボンボン貴族（兄）の介入によって、事態は益々とややこしいものになっているような気がする。




「ちょっと待て。別に俺には戦う理由が何もないぞ？」




　当然、俺にとってボンボン貴族（兄）は、取るに足らない存在である。

　敗北は考えられない。

　たとえ一万回戦ったところで結果は全すべて同じだろう。

　だが、俺はあくまでこの世界で平和に生きたいのだ。

　今だって騒ぎを聞きつけた街の人間たちが俺たちの周りに集まっている。

　こんな街中で悪目立ちをするのは賢い選択肢しとは言えないだろう。




「ふ、ふざけるなよ！　キミは貴族の誇りまでコケにするつもりかっ！」




　あー。バースの怒りが燃え上がっている。

　そうだな。良く考えれば相手は子供だからな。

　怒っている時にそんなに怒るなよって言ったらより怒るよな。

　うむむ。

　どうしたものか。

　もしかしたら素直に決闘を引き受けて、一瞬で勝負を付けた方が目立たなくて済んだりするのだろうか？

　バースを怒らせれば怒らせるほど、余計に騒ぎが大きくなってしまうような気がしないでもない。

　俺は溜息を深く深く、それはもう深く吐いてから。




「分かった。その決闘を受けてやるよ」




　仕方がない。

　ここは大人しくバースの遊びに付き合ってやるとするか。

　ちょうど今の時代の貴族がどれくらい魔術を使えるのか、『サンプル』が欲しいと思っていたところだしな。

　あまり派手な魔術を使わないでサクッと戦いを終わらせてしまえば、周囲からの注目もさほど受けずに済むだろう。




「ふふふ。それでは決闘のルールを説明するっ！　ボクとキミの一対一！　先に『参った』と言わせた方が勝ちだ！　ま、これだけ歳としが離れているんだ、ハンデとしてボクは……」

「分かった。分かった。ハンデはなしでいい。さっさと終わらせよう」




　そんなことよりテッドのケガが心配だ。

　ケガの原因の一端がこちらにある以上、俺にはテッドのケガを治療してやる義務があるわけだからな。




「なっ……！　キ、キミは一体どこまでボクを侮ぶ辱じよくすれば……！」




　ヤバイヤバイ。

　どうやら俺の投げやりな態度がバースの逆げき鱗りんに触れちまったらしい。

　プルプルと声を震わせたバースは、今にも斬きりかかってきそうな殺気を全身から放っていた。




「いいだろう。ボクを侮辱したことを一生後悔するといい！」




　バースは腰にある剣を抜く。

　ふむ。

　子供が持つには少し長めの片刃の剣。おそらく成人向けの真剣だろう。

　しかし、普通の剣とは違い妙な細さい工くがあるな。




「風列刃ウインドエツジ！」




　剣を振り下ろすと同時に風の刃がまっすぐ向かってきた。

　うん？　思ったよりもやるな、コイツ。

　威力そのものは特に語ることのない平凡なものであったが、いくらなんでも構築のスピードが速すぎる。

　こんな速度で魔術を構築できる奴は、前の世界じゃ俺くらいしかいなかった。

　となると怪しくなってくるのは、ボンボン貴族（兄）が握っている見慣れない形状の剣である。

　あの剣、何か細工があるな。

　そうでもなければバースのような子供がこんなに素早く魔術を構築できるはずがない。
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「ふんっ。その反応。大方キミは魔道具レガリアを見るのが初めてなんだろう？」




　魔道具レガリア？

　その剣の名称か。初めて聞く言葉だな。




「まったく……呆あきれてものが言えないよ。魔道具レガリアも知らずに生きてきたとは……。キミは酷ひどい田舎に住んでいたようだね」

「別に田舎暮らしっていうわけではないのだが……」




　改めて考えてみると、俺の境遇を他人に説明するのは難しいな。

　俺の正体が二〇〇年前から未来に転生した魔術師だ、ということは誰かに言っても信じてもらうのは厳しいだろう。




「そうだな。少なくともそういうのは見たことがない」

「ならばハンデ代わりに教えてやる。このアイテムは魔術の構築をサポートするアイテムさ！」




　バースが吐き捨てながら剣を振り上げる。




「――この剣のおかげでボクは、圧倒的に速く魔術を発動できるのだよ！」




　またも発動された風列刃ウインドエツジ。

　それを軽く避けてから、もしやと思い、目を凝こらして剣を見る。

　俺は身体強化魔術を応用した《解析眼》を発動する。

　ふむふむ。

　そうか。なるほど。

　どうやらボンボン貴族（兄）が使用している剣には、あらかじめ魔術構文がセットされているようである。

　つまりは自分で魔術構文ソースを組み立てなくても、魔力を流し込んでしまうだけで簡易的な魔術が発動する仕組みとなっているのだ。




「どうだ！　このスピード！　丸腰のキミにはついてこられまい！」




　なんというか……。よくできた玩具おもちや、だな。

　そう形容するより他はない。

　俺から言わせたら、そんな道具は足の不自由な老人が杖つえを突いて歩いているようにしか見えないぞ？

　魔術というものには、絶対にこれが正しいという構文は存在しない。

　戦況に合わせてベストな構文を探り、構築していくのが魔術同士の戦いの醍だい醐ご味みであるのだ。




「ほらほらっ！　これがボクの力だぁっ！」




　次々に剣を振るうバースであったが、何一つとして脅きよう威いを感じることができない。

　遅い。

　そんな身の丈に合わない剣を使っているからだ。

　軽く避け、距離を取る。

　バースはここぞとばかりにまたも同じ風列刃ウインドエツジを繰り出してくる。




「くだらん」




　流石さすがにそろそろ飽あきてきたな。

　俺はバースの放った風列刃を左手で軽く叩き落とす。




「なっ!?　ボ、ボクの魔術を、素手で!?」




　ずっと疑問に思っていた謎がようやく解決をした。

　魔道具レガリア。

　おそらく、この道具の登場こそが、魔術師たちのレベルを下げた要因の一つなのだろう。

　たしかに、魔道具は便利だ。

　便利だからこそ現代の魔術師は、こう考えたはずだ。




『魔道具があれば魔術構文ソースを自分で構築しなくても良いや』、と。




　実際、魔族という天敵のいない世界ならば、インスタントな簡易魔術でも十分に通用したのだろう。

　だが、悲しいかな。

　俺の暮らしていた二〇〇年前の時代では、魔道具などという玩具が通用するような環境ではなかった。

　結果的に、魔道具は魔術師たちから『考える頭』を奪ってしまったのだ。




「それが魔術か。風船でも飛ばしているかと思ったよ」

「――ッ！　キミのっ！　そういうところがっ！」




　怒り狂ったバースは全まつたく同じ魔術構文ソースで作られた魔術を連打する。

　仕方がない。

　ここまで検証作業に付き合ってもらった礼である。

　俺が混じり気なしの本物の魔術というものを見せてやるとしよう。




「風列刃ウインドエツジ」




　選んだ魔術はバースの使用していたものと同じ、風列刃ウインドエツジである。

　一いつ閃せん。

　俺が構築した風列刃ウインドエツジは、バースの魔術を貫通して飛んでいく。




「ふべらっ」




　瓦が礫れきが崩れ、バースは大の字になって転がった。

　もちろん手心は加えておいた。

　実力の差を知らせるために派手なエフェクトをかけてはおいたが、威力に関しては相当に落としたはずだ。

　魔道具に頼った戦い方では、こういった臨機応変な対応は不可能だろう。

　瓦礫の上を進み、バースに近づく。

　やはりな。

　意識は朦もう朧ろうとしているようだが、大したケガはないようである。




「ど、どうしてボクが……。貴様のような平民に……」




　おっと。

　そう言えば忘れるところだった。

　今回の決闘の条件は、相手を戦闘不能にさせることではなかったはずだよな。




「どうだ？　参ったと言う気になったか？」

「薄汚い……劣等眼のガキが……！　誰がお前なんかに……！」




　やれやれ。

　そのプライドの高さをもう少し別のところに回してやれないものだろうか。

　己の築いたものではなく、他者から与えられたものにプライドを持ってしまっては、人間終わりである。

　とはいえ俺も鬼ではない。

　これ以上の追い打ちを掛けても仕方がないし、この辺りで決闘ごっこは中止することにしよう。

　などと俺が慈じ悲ひを加えようと思っていた矢先であった。




「ぬはあっ！」




　瓦礫が崩れる音と一緒にバースの悲鳴（二度目）が響き渡る。

　転がるバースを蹴けり飛ばしたのは俺にとっても見知った人物であった。




「えーっと……。リリス。何をやっているの？」

「申し訳ございません。アベル様。近くにゴミが転がっていたもので」




　俺が聞きたいのはそういうことではなくてだな。

　お前は一応、ボンボン貴族の家で働いているハウスメイドなんだろ？

　雇い主に対して暴力を振るうのは流石にまずいような気がする。




「ぐぼえっ……。リリス……！　一体何を……!?」

「黙れ。二度と喋しやべるな。これ以上、アベル様を侮ぶ辱じよくすることは許さない」

「ひっ――!?」




　リリスに殺気を向けられたバースは完全に怯おびえている様子だった。

　あ～あ～。

　バースって少し前までリリスに告白するくらい好意を寄せていたのだろ？

　これは一生もののトラウマとして残るような気がするぞ。




「アベル様。申し訳ございませんでした。今回の不始末はワタシの監督不行き届きです」

「いや。別にいいよ。気にしていないから」

「……しかし、この様子ですと、ワタシの見ていないところで、あの者から相当に無礼な発言を受けたのでは？」

「ああ。眼のことなら良いんだ。昔から言われ慣れているからな。バースのことは許してやってくれ」




　今回のバースの発言など二〇〇年前と比べると生易しいものである。

　昔の世界では《琥珀眼》を持っているだけで人間扱いをされないことが多くあった。

　この世界の人間たちは、そりゃ、琥珀眼の人間を蔑さげすみこそはするが、それ以上のことはしてこないからな。




「おい。そこのお前」

「ひっ」

「アベル様の寛大な措そ置ちに感謝をしなさい。今回だけは特別にお前の罪を水に流すことにします」

「…………」




　分かる。分かるぞ。

　バースの考えていることが手に取るように分かる。

　おそらく今お前が口に出そうと思っていた言葉は、『どうして貴族のボクが許される立場なんだ！　普通は逆じゃないか!?』だ。

　しかし、そんなことを言ったら最後。

　次こそはリリスに殺されることが分かっているから何も言えないでいるのだろう。




「うわあああっ！　あああああああああああああああっ！」




　悲しいかな。

　万策尽きたバースにできることは何もない。

　プライドを完全に打ち砕くだかれたバースは、ただただ、惨みじめに泣き叫びながら地面に突っ伏すのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　それから一時間後。

　テッドのケガは俺が治すこともできるのだが、一応この世界の医療魔術師たちのレベルも見ておきたい。

　そういうわけで俺は木に登って、医務室にいるボンボン貴族（弟）の様子を窓の外からこっそりと眺めることにした。




「全治六カ月はかかりますじゃ」

「そう、ですか」

「坊ちゃま。遊びたい盛りなのは分かりますが、我慢ですぞ」




　全治六カ月か。

　随ずい分ぶんとまあ時間がかかるのだな。

　いくらボンボン貴族（兄）の回復魔術によって症状が悪化したとはいっても、そこまでのケガとは思えない。

　やはりこの世界では、医療魔術師たちのレベルも落ちているようである。

　ガチャリ。

　老医師が部屋を後にしたタイミングを確認してから、俺は窓から医務室に潜入する。




「あ……れ……？　アベルか……？」

「ああ。ケガの具合は大丈夫か？」

「へへっ。当たり前だろ。これくらいのケガ、掠かすり傷のうちにも入らないやい！」




　気丈に振る舞うボンボン貴族（弟）であったが、疲労の様子が隠しきれていない。




「ＺＺＺ……」




　暫しばらくするとテッドは寝息を立てて眠りに落ちていくことになった。

　ふむ。それにしても不ぶ細さい工くな寝顔だ。

　相変わらずこの男の顔には知性の欠片かけらも感じられない。




「六カ月なんて俺は待たんぞ」




　俺は幾つかの術式の魔術構文を空中に生み出す。




《術式破壊――下手へたくそな回復魔術リトル・ヒーリング》

《再構築術式、治癒魔術。並列発動、回復魔術》

《身体強化魔術、変化応用、治癒力増進》




　よし。これでいいだろう。

　バースのかけた下手な魔術を取り除き、骨と骨を繫つなぐ魔術を掛けた。

　後は治癒力を増進させたし、これですぐ治るはずだ。




「悪いな。テッド。生あい憎にくと俺は気が短いんだ」




　もちろん俺としてはボンボン貴族（弟）のケガがどうなろうと知ったことではない。

　ただ、日々の運動相手を失ってしまうのは俺にとっても痛手である。

　この男にはまだまだ利用価値がある。

　早くケガを治して今後も俺のためにしっかりと働いてもらうとしよう。





　～～～～～～～～～～～～






「んん？　どちら様でしょうか」




　件くだんの決闘騒ぎから一日の時が過ぎた。

　その日の早朝、俺が玄関の扉を開くと見覚えのない若い男がそこにいた。




「もしかしてお前……。バースだったりするのか？」




　半信半疑の状態で尋ねてみる。

　髪型が変わっているからピンと来なかったが、よくよく見ると服装と顔立ちは以前までのボンボン貴族（兄）の様子と重なる部分があった。

　どういうわけかボンボン貴族（兄）の髪の毛は、見るも無残に刈り取られて、悲ひ壮そう感の漂う風ふう貌ぼうとなっていた。




「無礼者！　様を付けろと何度言えば！　痛っ！」




　その後ろ、獅子のような鬣たてがみ――もとい、顎あご鬚ひげを生やした厳格そうな男性がバースの頭を叩いた。

　髪はテッドと同じ焦げた飴あめ色。

　眼の色は水属性を得意とする《碧へき眼がん》である。




「初めまして。わたくし、エバンス・ランゴバルトと申します。アベル様」




　威圧感のある低い声で名を言われた。

　すると、エバンスはすぐにその場に膝をついた。




「アベル様。この度たびは本当に申し訳ないことをした！　どうかこの通り。我が愚ぐ息そくのことを許してやって頂きたい！」




　んん？　この人はいきなり何を言っているのだろう。

　許すも何も、俺は別に最初から怒ってなんていなかったんだけどな。




「父上っ！　何故、こんな平民の、しかも劣等眼なんかに謝っているんだっ！　このアベルっていう男はウチが雇っているメイドの弟なんだろう!?」

「馬鹿者！　なんてことを言うのだっ！」




　ごんっ！　と鈍い音が響く。

　バースの頭にしっかりと拳げん骨こつがめり込んでいる。

　ふむ。なかなかに体重の乗った良いパンチである。

　おそらくテッドの身体能力は、父親譲ゆずりの部分があるのだろう。




「いいか。バース。この際だから言っておくぞ！　我々がリリス様を雇っているのではない！　リリス様が我々を雇って下さっているのだ！」

「…………はい？」




　エバンスの言葉にバースは啞あ然ぜんとしているようだ。

　なるほど。

　そういうことか。合が点てんがいった。

　ずっと不思議に思っていた。

　どうしてリリスのような上級魔族が人間の元に侍じ従じゆうしているのだろうかって。

　時代が変わったとはいえ、魔族が人間の下で働くなんて考えにくいことである。

　ならば何故？

　どうしてリリスは貴族に従属する仕事をしているのか？

　おそらくリリスは、この貴族の弱みを握っているのだろう。

　魔族が人間に混じって暮らしていくには、何かと障害が付き纏まとうことになる。

　生きるために貴族の権力を利用していくのが、この時代で魔族が生きていく為の処世術の一つということなのだろうな。




「ハハッ――！　アベル様！　何なに卒とぞ！　何卒、寛大なご処置を！」




　それにしても凄すさまじい土ど下げ座ざだ。

　バースの父親に頭を摑つかまれて、屈くつ辱じよくの表情を浮かべながらも頭を下げている。

　一体どんな弱みを握ればプライドの高い貴族が土下座をするようになるんだ？

　今度会ったらリリスにその辺りのことを聞いておくか。




「頭を上げて良いぞ。そもそも俺は別に怒っているわけではないからな」

「アベル様の寛大なお言葉！　感謝の至り！　誠に有難うございますっ！」

「…………」




　労ねぎらいの言葉をかけるとエバンスは、益々と地面にめり込むかのような勢いで頭を下げ始める。

　頭を上げろと言ったのだがな。

　この家族は、本当に人の話を聞かない連中ばかりである。




「ううぅ……。何なんだよ……。お前ら一体……何なんだよ!?」




　訳も分からないまま土下座を強要されたバースは、半ベソをかいたまま、寂しくなった坊ぼう主ず頭あたまを向けるのだった。
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　その夜は真冬の分厚い雲が空中を覆おおっていた。

　月明かりは一切なく、ランゴバルト卿きようの住まう屋敷の窓から漏もれる魔光灯の橙だいだい色の灯りくらいしか目立つものはなかった。

　長い廊ろう下かに敷かれた真っ赤な絨じゆう毯たんの上、背筋を伸ばして歩く男が一人。

　少年の名前はバース・ランゴバルト。

　彼の誇りでもあった金色の髪の毛は、全すべて剃そられて丸坊主となっていた。

　その翠みどり色の眼が黒く見えるほど目付きは険しく影を落とし、拳は固く握られている。

　突き当たりの深茶樹色オールド・ブラウンの扉をノックする。

　入れ。と低く重たい声がした。




「失礼します。父上」




　ここはこの屋敷の主の書斎。

　獅子のように髭を蓄たくわえた筋骨隆々な男、エバンス・ランゴバルト。




「何の用だ、こんな夜更けに」

「……単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。父上、リリスとアベルをこの領地から追い払ってはくれませんか？」




　あまりの言葉に、エバンスは言葉を失いつつも、首を横に振る。




「駄目だ」

「何故ですか！　あんな奴らっ！」

「前にも言っただろう。リリス殿は単なるメイドではない。私の恩人なのだ。彼女の意向を無視することはできない」

「それが何だというんです！」




　バースは夜の闇に響くほど声を荒げた。

　実のところ、リリスが単なるメイドではないという話は、バースが一〇歳になった時には父親から聞かされていた話であった。

　地学的には不利な要素が多いこの村が栄えることができているのは、リリスの的確な口添え、アドバイスによるところが大きかった。




「あんな奴に頼らなくても、この領内はもう我々で統治できる。全まつたく問題ないはずだ！」

「……バース。それは違うぞ」

「違う？　何が違うというのですか！」

「父ちゃん。バース兄ちゃん。さっきから一体どうしたんだよ？　廊下にまで声が漏れているけど……」




　扉を開けて寝ね間ま着き姿のテッドがあくびをしながら入ってくる。

　その足には、治療用のギプスが鉄のようにグルグルと巻かれていた。




「テッド。お前、歩けるのかっ!?」

「うん。ほら！　見ての通り普通に歩けるぜ！　元気ビンビンだ！」




　バースの驚きよう愕がくにテッドはあっけらかんと返す。

　エバンスはそれを見て何かを察したが言葉には出さなかった。




「バース、テッド。時が来たら、お前たちにも真実を話そうと思っていたのだ。リリス殿と私の関係を。どうして私がリリス殿に敬意を払っているかということも」

「……父上。貴族が頭を下げるほどの敬意とは一体何ですか？」




　エバンスは一度沈黙をする。

　息子二人にはリリスが魔族であり、故あって匿かくまっていると話す予定だった。

　だが、エバンスは直感した。

　バースは、今、とても薄暗い感情に駆られている。

　息子とは言っても、そんな男に秘密は漏らしてはならない、と。




「お答えにならないのですね」

「今のお前には回答できない」

「ならば！　ならば結構っ！」




　煮え切らない父親の言葉を受けてバースは一層不機嫌になる。

　だが、暫しばらくするとバースは何か吹っ切れたような表情を浮かべて。




「父上！　ボクにアースリア魔術学園の推すい薦せんを頂けないでしょうか！」

「――――ッ!?」




　バースの言葉を受けた父エバンスは、ゆっくりと首を横に振る。




「それはならん。お前はこの領地に残り、領主としての勉強をしていく。そう約束したはずではないか」




　アースリア魔術学園とは数々のエリート魔術師たちを輩はい出しゆつした名門校である。

　ただ、卒業までには最低でも五年はかかることからエバンスは、息子たちの入学には及び腰であった。




「ボクはもっと強大な魔術を学びたいんだ！　もっと強く、もっと鋭い。敵を切り刻み、他の追つい随ずいを容よう赦しやなく振り払うような苛か烈れつな魔術を身に着けてみせる！　そして平民なんかに。いや貴族にすら、誰にも負けない最強の魔術師になってみせる！」




　エバンスは驚いていた。

　エバンスの眼から見て、バースは聡明でいて、どんな時にも自分の感情を表に出さないような息子だった。

　弟テッドがヤンチャだった分、余計にそう見えたのだろう。




「……バース兄ちゃん。そんなに思いつめなくても」

「五月蠅うるさいんだよっ！　この貴族の面つら汚よごしがっ！」




　その時、バースが取った行動は父エバンスを愕然とさせるものだった。

　何を思ったのかバースは、ケガをしている弟を勢い良く付き飛ばしたのである。




「コラ！　よさないか！」

「だって……。コイツが……。コイツが悪いんだ……！　貴族の癖くせに平民なんかと仲良くするから！」




　子供のような言動を繰り返すバースに対して、エバンスは評価を改めていた。

　どちらにせよ今の状態のバースには、『領主』としての仕事を任せることはできない。

　そういう意味でバースの希望は、エバンスにとっても好都合なものであった。




「分かった。お前をアースリア魔術学園に推薦しよう」

「……本当ですか!?」

「ああ。国外で見聞を広め、より世界の広さを確かめてくるがいい」

「……父上ならそう言って頂けると信じていました。感謝します」




　エバンスの手を振りほどき、バースは部屋から出て行った。

　その背中を見てエバンスは胸に苦しさを覚えた。何を教え間違えてしまったか。




「……テッド。大丈夫か？」

「イテテ。けど、大丈夫だ」

「そうか」




　理不尽な暴力を受けたにもかかわらず、テッドの対応は冷静であった。

　どうやら自分はことごとく息子を見る眼がなかったらしい。

　ヤンチャなようでいて、実のところテッドの方が兄よりも精神的には『大人』だったのである。




「テッド。お前には本当のことを話しておこうと思う」

「父ちゃん？」

「……テッド。私は昔、リリス殿に命を救われた過去があるんだ」

「え？」

「ある雪の日にな。森の中で狩りをしていた時だ。突然に魔物に襲われそうになったのだ」




　遠い昔、ということはあえてテッドには伝えなかった。

　エバンスがリリスと知り合ったのは、優に二〇年以上も前のことになる。




「そうなのか」

「ああ。それからというものリリス殿には何かと世話になってな。私にとってリリス殿は、良き隣人であり、人生の師し匠しようのような存在だったのだよ」




　当時の二人の関係は、現在のアベルとテッドに少しだけ似ていた。

　あの日のこと。

　どうして『自分のために良くしてくれるのか？』と質問をした際、リリスから返ってきたのは意外な言葉だった。




『いつか大切な人が目覚めた時、安心して暮らせるような環境が欲しいのです』




　初めて聞いた時は意味の分からない理由だと思ったが、今ならば理解できる。

　あの日、森の中で魔物に襲われそうになった時、リリスによって『生かされた』のは、全すべては、今日のような日のためだったのだろう。




「へえ。知らなかった。あのメイドの姉ちゃんにそんな一面があったんだな」

「ああ。だからテッド。お前はバースのようになってはいかんぞ。リリス殿たち姉弟と仲良くしてやってくれ」

「言われなくても！　アベルはオレ様にとっての舎しや弟てい……。じゃなくって、大切な仲間だからな！」




　幼稚な理由でアベルを拒こばみ続けたバースと、受け入れることを選んだテッド。

　二人の兄弟の明暗は、この日を転機としてハッキリと分かれていくことになるのだった。
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　それからのことを話そうと思う。

　あの日の一件から一カ月、俺はとても平穏な日常を手に入れていた。

　朝は小鳥のさえずりで目を覚まし、リリスと一緒に朝食を頂き、昼過ぎまで書庫で勉強。リリスの作り置きの昼食を食べた後、一時間だけ昼寝。

　目が覚めたら書庫に籠こもり、魔術の研究を続ける。

　昼の陽ざしが差し込む書庫。

　俺はあくびをしながら、不意に窓に映った自分の顔を見る。

　あの日以来、ボンボン貴族（弟）との鬼ごっこは、一度もしていない。

　ふう。やはり定期的に運動をしなければ体が鈍なまってしまっていかんな。

　本に視線を落とす。が、すぐに本を閉じることにした。

　俺の耳は、部屋の外の『騒音』を聞き逃さない。

　そう。あの一件以来、鬼ごっこ『は』一度もしていない。




「たのもーっ！　今日もよろしく頼むぜ！　師匠！」




　扉が乱雑に開けられて、テッドが書庫に乱入してくる。

　バースとの決闘以来、代わり映えのしない日常の中に一つだけ小さな変化が訪れることになった。




「……おい。何度も言っているだろう。俺が読書をしている時は扉を静かに開けろと」

「そんなことより師匠！　早く昨日の魔術の続きを教えてくれよ！　オレ様、実はもうコツを摑つかみかけているんだぜ！」

「…………」




　そう。俺の日常に訪れた変化とは、いつの間にかテッドが俺のことを『師匠』として慕したうようになったということである。

　もちろん最初は断った。

　ただ、テッドは俺が何度断ってもしつこく食い下がり、『師匠』と呼ぶことを止めようとしなかったのである。




「足はもう不自由ないみたいだな」

「へへっ！　当然よ！　これしきのケガ、テッド様にとっては掠かすり傷のうちにも入らないやい！」




　噓を吐くな。噓を。

　屋根から落ちた時は、大粒の涙をポロポロと流していたじゃないか。




「なら、久々にやるか？」

「え？　何をやるんだ？」




　俺は掛けてあるマフラーを取り、首に巻いた。




「鬼ごっこだ」




　ボンボン貴族（弟）は、まるで遊んでもらえると分かった犬のように目をらんらんと輝かせた。




「よっしゃああ！　今日こそ師匠を負かしてやるぜえええ！」

「自信満々なのは結構だが……。昨日、教えた身体強化魔術の応用を使えよな。コツを摑んだのだろう？」

「へへーんっ！　任せとけって！」




　返事が良いのはテッドの数少ない長所なのだが、コイツの場合は本当に返事だけ、というケースが多いところが悩みの種である。

　外に出るために窓を開く。

　爽さわやかな風が吹き込んで、テーブルの上に置かれた本のページを捲めくっていた。

　こうして俺の何気ない日常は、ゆっくりと流れていくのだった。







第六話　失われた進路







　それから。

　俺が《転生魔術》による眠りから目覚めてから二年の月日が流れた。

　この二年間、俺は様々な分野の魔法技術を見て回っていた。

　だがしかし。

　やはりというかなんというか、この領地で見られる範囲で心から凄すごいと思えるものはさほどなかった。

　もちろん、魔術の質も壊滅的に悪くなっていた。

　最初はこの世界の魔術が衰退したのは『魔道具レガリア』に原因がある、と思っていたのだが、どうにもそれだけが理由とは思えなくなってきた。

　この世界の魔術師たちのレベルの低下は、ハッキリと言って『異常』とも呼べるレベルである。

　リリスに聞けばその辺りのことを教えてくれるのかもしれないが、やはりこの世界のことは可能な限り、自分で見聞きして、発見していきたい。

　この二〇〇年の間にどんな出来事が起きて、どうして魔術が衰退していったのか。

　俺にとっての最近の興味は、もっぱらその辺りにあった。




「アベル様。お茶が入りました」

「ん。ありがとう」




　魔術の衰退は悲しいが、この世界には代わりに幾つか画期的なアイテムが普及していた。

　特にこのリリスが持っている加熱ポットというアイテムは便利である。

　魔術の特性として瞬発的に力を発揮するのは得意なのだが、断続的にエネルギーを発することを苦手としているのだ。




「どうでしょうか。このハーブティーは自家製なのですよ」

「ん。良いんじゃないか。悪くない味だ」




　もしかしたら優秀な才能を持った人間たちは、こぞって魔道具の開発分野に集まっているのかもしれないな。

　この平和な時代に必要とされているのは、厳しい修練が必要な『魔術』ではなく、誰もが手軽に使用できる『魔道具』ということなのだろう。

　二〇〇年前から転生を遂とげた俺としては、少しだけ複雑な心境である。




「師匠ー！　出来ました！　ついに例の魔術を覚えたッスよー！」




　どっがーんっ、と快音を響かせ扉を開け広げて入ってきたのは、俺より少し背が低いべっこう飴あめが焦げたような金髪の少年、テッドである。

　テッドはこの二年間、俺のことを師匠と呼び、魔術の教えを乞こうようになっていた。

　出会った当初こそ荒々しかった言葉遣いも、今となってはすっかりと改善していた。




「構わん。ここで試してみろ」

「え。でも……？」

「この俺がお前ごときの魔術を打ち消せないと思うか？　遠えん慮りよなく打ってこい」




　相手の構築した魔術を分析して、一瞬で相手の魔術を無力化する技術を《反証魔術》という。

　実のところ《反証魔術》は相当な実力差がないと使えないのだが、テッド相手なら問題ないだろう。




「んじゃ。行きますよー」




　両目を閉じたテッドは、頭の中で魔術構文を描いていく。




「火炎連弾バーニングブレツト！」




　次の瞬間、空気が震える。

　テッドの右手からは直径一〇センチほどの炎の弾丸が放たれることになった。

　リリスの淹いれたハーブティーを飲みながらも、俺はテッドの魔術を品評する。

　なるほど。

　まあ、それなりだな。

　まったく全然まるで基本のなっていない低質な魔術ではあるが、この時代の魔術師にしては上出来なんじゃないか。

　何より魔道具のような玩具おもちやに頼っていないのが好印象だ。

　あの道具を使うと思考が停止してしまい、魔術に対する理解が疎おろそかになってしまうのがいかんな。




「えっ!?　ええええええええええええ!?　師匠！　どうしてオレの魔術が消えているんスかー!?」




　突如として魔術が無効化されたことを受けて、テッドは戸惑いの声を漏もらしていた。

　やれやれ。

　この時代の魔術師たちは《反証魔術》も知らないのか。

　使いようによっては意外と便利な《反証魔術》であるが、やはり使用には相当な実力差が必要になってくるのがネックとなる。

　相手の魔術の構築を読み取り、その魔術と全く逆の構文を作り出す。

　その一連の流れを遅くとも相手の魔術の発動直後までに実行する必要があるからな。

　所しよ詮せん、こんなものは欠陥品だ。

　テッドのような愚ぐ鈍どんな魔術師ならば効果てきめんであるが、実力が拮きつ抗こうしている相手には何の役にも立たないのである。




「腕を上げたな。テッド」




　俺の眼から見て、属性魔法に関するテッドの才能は絶望的に低かった。

　頭の出来が良くないテッドはもの覚えが悪く、俺も教えるのに苦労したものである。




「本当ッスか!?　良かったー！」




　俺が褒ほめたのがそんなに嬉しかったのだろうか。

　機嫌を良くしたテッドは、子犬のようにピョンピョンと部屋の中を跳ね回る。




「師匠にそう言ってもらえて何よりです！　これで明日の魔術学園の入学試験を前に弾みが出来たッスー！」

「おお、そんな大事なイベントが控えていたのか。頑張ってこいよ」




　そうか。学校か。

　テッドもそういう歳としになったのか。

　子供の成長というのは早いものなのだな。

　出会ったばかりの頃は、おそろしく幼稚な悪ガキだったテッドが随ずい分ぶんと立派に成長したものである。




「何を言っているんスか？　リリスさんから聞きましたよ。師匠も一緒に受けるんですよね？」

「んん？」




　思わず小首を傾かしげてしまう。

　この俺が魔術学園の試験を受けるだと？

　二〇〇年前の時代に『比類なき天才』と呼ばれ、他に並び立つものがいないとされた俺が今更になって学園？

　やれやれ。冗談にしては趣味が悪いな。




「おい。リリス。どういうことだ。俺が魔術学園の入学試験を受けるって」




　もしかするとリリスは俺に黙って勝手に動いていたのだろうか。

　俺が質問を投げると、キッチンにいるリリスは食器を洗いながらも、ツンと澄ました表情を浮かべる。




「逆に聞きたいのですが……。アベル様は学園に入学せず、将来はどうするおつもりなのですか？」

「そりゃ、お前。以前と同じように冒険者として全国を飛び回って……」

「お言葉ですが、アベル様……。冒険者という職業は今から一〇年前に完全に廃止されましたよ？」

「――――!?」




　今明かされる衝撃の事実。

　なるほど。

　書庫の中にあった本は、どれも一昔前に出版されていたものだったから最近の事情までは分からなかった。

　そうか。

　そうだよな。

　俺のいた時代の冒険者という職業は、モンスターを討とう伐ばつして、その素材の一部を冒険者ギルドに行って売却をするのが主な仕事であった。

　だがしかし。

　そもそものモンスターの個体数が激減した今の時代では、『不要』な仕事となってしまったわけか。




「アベル様は将来、魔術に関する仕事に就つくつもりなのですよね？　ならば今のこの平和な時代では、学園を卒業しなければ話にならないのです。ご理解いただけましたでしょうか？」




　理屈は分かったが、釈然としない。

　何が悲しくて今更、学園になど通わなければならないのだろうか。

　俺に魔術を教えることのできる人間なんて二〇〇年前の時代にすら一人もいなかったというのに。世せ知ち辛がらい話である。




「それとも、アベル様はこのままワタシのヒモとして生きていくつもりなのですか？

　まあ、ワタシとしてはそれでも一向に構わないわけですが……」

「分かった。受ける。受ければ良いのだろう。その試験」




　仕方がない。

　たしかに今の俺はリリスの援助によって生活をしている身分に過ぎない。

　いつまでも女に養われるのは、俺としても願い下げだ。

　今回のことは、自分の中の世界を広げていく為にも必要なことなのだと前向きに捉えることにしよう。







第七話　筆記試験







　それから。

　ついにやってきた試験当日。

　馬車で移動すること丸半日、山を幾つも越えた先に王都ミッドガルドはあった。

　現在、王都は大きく分けて五つの区画が存在しているらしい。

　港に面した市場と工業地帯の東地区。田園地帯も残りつつ商人や一般人たち居住区となっている南地区と北地区。貴族の住まう中央地区。そして、様々な学園や研究機関が存在する西地区。

　立派だ。

　荘厳な佇たたずまいで城のようにそびえ立つ学園。

　聞くところによると、このアースリア魔術学園は、ミッドガルドの中でも指折りの歴史を持った建物であるらしい。

　なるほど。

　流石さすがは王国随一の名門校と謳うたわれるだけのことはある。

　単に古いというだけではなく、学園の建物には、歴史と伝統の重みを感じ取れる雰ふん囲い気きがあった。

　銀竜の意い匠しようが施ほどこされた城門をくぐった時、俺は不意にリリスの言葉を思い出す。




『アベル様。アースリア魔術学園は、国内トップの有望な学生たちが集つどう、いわゆる、エリート学校です。くれぐれも油断なさらぬようにお願いします』




　家を出るときにリリスが俺に耳打ちした言葉だ。

　流石に俺が学生たちの集まる試験に落ちることはないはずだが、用心するに越したことはない。




「おいおい。服に家紋が入ってないぞ。もしかして、あいつが噂うわさの劣等眼か？」




　校門の前、学校に入るための坂を上っていると、周囲の人間たちの視線が集まるのを感じた。




「最悪だ。天下のアースリア魔術学園も地に落ちたもんだぜ」

「はぁ……。平民は大人しく畑でも耕たがやしとけっていうんだよ」




　うーん。

　パッと見た感じだと揃いも揃って低質、もとい、現代魔術師の典型とも呼べる人間にしか見えないな。

　制服を着ている。ということは在校生だろうか。

　いや、油断するのは良くないな。

　優れた魔術師というものは、同時に自分の力を隠す能力に長たけているものも多い。

　念には念を入れて警戒は続けることにしよう。




「どうして劣等眼がウチの学園を受験するんだ？」

「なんでも学園に多額の寄付金を送っている家からの推すい薦せんがあったらしいですよ」

「へぇ。じゃあ、裏口か。っつっても試験で落ちるだろうけどさ」

「いやいや。もしかしたら試験官を買収工作しているのかもしれないぜ」




　ふう。いつの時代も《琥珀眼》の魔術師が色いろ眼鏡めがねで見られるのは変わらないな。

　この王国で一番知識を蓄たくわえているはずのエリートですら、差別意識丸出しとは、困ったものである。




「好き勝手なこと言いやがって！　アイツら……！　眼の色でしか人を判断できないのかよ!?」




　やれやれ。

　まさかテッドに励はげまされる日が来るとは。俺も落ちたものである。

　お前も少し前まで同じような考えだったろうに、ということは特別に言わないでおいてやるか。




「貴方あなたたち！　恥はじを知りなさい！」




　などということを考えていた矢先であった。

　背後から、やけに勝気な女の声が聞こえた。

　茜あかね色の空を切り取ったような鮮やかな赤の長髪。

　そしてその眼は、ガーネットのように輝きがある《灼しやく眼がん》であった。

　身に着けた服には竜と剣の紋章がある。家紋か。

　はて。

　どこかで見たことある気がする家紋であるが、パッと思い出すことができないな。




「寄って集たかって、平民の陰口を叩くなんて貴族の風上にも置けないわ！」




　この女も在校生か？

　それにしては妙に体の発育が良い気がする。俺たちと同じ受験生には見えないな。




「……誰だ。お前は？」

「アタシの名はエリザ！　今から五年後、このアースリア魔術学園を首席で卒業して、後世に名を残すような偉大な魔術師となる女よ！」
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　エリザと名乗る女は、ズンと大きな胸を張って高らかに宣言をする。




「なんだよ。この礼れい儀ぎ知らずの女は」

「おい。受験生。表に出ろ。今からオレたちが口の利きき方を教えてやろう」




　盾たて突つかれた上級生たちは、分かりやすくエリザに苛いら立だちを向けているようであった。

　一瞬、助けに行くことも考えたが、すぐにその必要はないと思い直す。

　俺が助けに入るまでもなく両者の実力の差は歴然としているからな。




「さて……。礼儀を知らないのは、果たしてどちらかしら」




　不敵に笑ったエリザは腰に差した剣を抜く。

　ふむ。大した剣捌さばきだ。

　どうやらこのエリザとかいう女、でかいのは体と態度だけではないらしい。

　この世界を訪れてから誰かに対して感心するのは、随ずい分ぶんと久しぶりのような気がする。




「……ひっ!?」




　訳も分からないままに喉のど元もとに刃を突き付けられた在校生は、力なく地面に腰を下ろす。




「今すぐアタシの前から失せなさい」

「「「し、失礼しましたー！」」」




　エリザの燃えるような《灼眼》に睨にらまれた在校生は、蜘く蛛もの子を散らすかのようにして逃げ去っていく。

　やれやれ。

　まだ試験も始まっていないというのに、とんだ災難に巻き込まれてしまったな。




「おい。そこのお前」




　別に頼んだわけではないのだが、結果的にエリザが俺を庇かばうような形になったのは確かである。

　このケースの場合、何か感謝の言葉をかけておくのが礼儀というものだろう。

　俺が背後からエリザのことを呼び止めようとした直後だった。

　パシーン！

　突如として呼び止めようとする手を叩かれた。




「平民風ふ情ぜいが……！　アタシの体に触れようとは良い度胸ね……！」

「んん？」




　この娘は一体何を言っているのだろうか。

　ギロリと俺のことを睨みつける赤髪の娘の眼まな差ざしからは、先程の在校生たちと同じか、それ以上の差別意識の色が垣かい間ま見みえていた。




「お前、さっきのって俺を助けるつもりじゃなかったのか？」

「何を言っているのかしら？　アタシは単にコソコソと陰口を叩くやつが嫌いなだけ！　平民ごときに会話を認める許可を出した覚えはないのだけど？」

「…………」




　勘弁してくれ。

　この学園にはこんなやつしかいないのかよ。




「良いこと平民！　アタシの視界に入りたいのならば、誰よりも強くなりなさい。アタシは強いやつ以外に興味がないのよ」




　エリザと名乗る女はそんな台詞せりふを言い残すと俺の前から立ち去っていく。

　やれやれ。

　まさか今の時代にこれほどまでに負けん気の強い娘が残っていたとはな。




「師し匠しようー！　な、なんなんスか！　さっきの女は!?」

「さぁな。俺が知るはずないだろう……」




　はて。とは言ったものの、あの女は以前にどこかで会ったような気もするんだよな。

　俺は茜色の髪の毛を靡なびかせる少女にどこか既き視し感かんを覚えながらも、遅れて校門を潜り抜けるのであった。





　～～～～～～～～～～～～






　アースリア魔術学園の試験には、筆記試験と実技試験の二つがある。

　片方一〇〇点が最高点として、満点は二〇〇点となる計算だ。

　カリカリ。

　カリカリ。カリカリ。

　静まり返った試験会場の中にはペンを走らせる小気味の好い音が響いていた。

　筆記試験の科目は『一般教養』、『魔術言語』、『魔術工学』の三種類によって構成されていた。

　まずは、一般教養。

　これは解けない方が不思議だろ、というくらいに簡単だった。

　内容の方はというと図形を使った簡単な数学、文章の読解能力を試す問題など多た岐きに渡る。

　けれども、この手の試験は、二〇〇年前の時代にも課されることがあった。

　流石さすがに『一般教養』というだけあって、二〇〇年前と比べて内容もさほど変わっていない。

　つまり俺にとっては間違えようのない試験ということになる。

　次に魔術言語。

　これに関しては解ける、解けない以前にバカにしているのか？　といったレベルであった。

　ただでさえレベルの低い、この時代の魔術を更に学生向けにレベルを落としているわけだから、俺にとっては欠伸あくびの出る問題である。

　もちろん満点以外はありえないし、何なら出題者のミスを四つも見つけてしまった。

　で、最後の試験は魔術工学。

　これに関しては前の二つと比べて少しだけ難易度が上がっていた。

　出題者の意地の悪い性格が透けて見えるかのようである。

　ただ、多少ハードルが上がったとはいっても、もちろん俺にとっては赤子の手を捻ひねるよりも簡単な試験には違いない。

　やれやれ。

　このままいくと全教科を満点で試験を通過しそうだな。

　どうやら次が最後の問題のようである。




　設問一二　デポルニクスの最終定理より出題。魔術によって人間の魂が作り出せないことを下記に証明せよ。




　んん？　最後の最後にして、今までとは毛色の異なる問題が飛び出してきたな。

　問題の難易度も今までとは比較にならないレベルで上がっている。

　おそらくこの問題は、受験生の満点を阻そ止しするための目的で設置されたものなのだろう。

　思わず少しだけ頰ほおが緩ゆるんでしまう。




　――何故ならば、この問題を最初に作ったのは他でもない俺だからな。




　あれは二〇〇年前の世界で、俺が一〇歳にも満たない子供だった時のことである。

　当時の世界は『人体錬成ブーム』の最盛期であり、様々な魔術師たちがこぞって、人間の魂を作り出す方法を模索していた。

　中には高名な魔術師が『実験』と称し、数多あまたの人間の命を奪っていたことが発覚して、社会的な問題になっていたりもした。

　実にバカらしい。

　魔術によって生物の魂を作り出すことは不可能なことだというのに。

　だから俺は匿とく名めいで、この『デポルニクスの最終定理』を発表することによって、無意味なブームに終しゆう止し符ふを打つことにしたのだ。

　まあ、当時の研究結果の延長として《転生魔術》を完成させることができたのだから、俺にとっては無意味なことではなかったのだけどな。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　これまでと比べて難易度が上がったとはいっても、俺にとってこんなものは『サービス問題』に過ぎない。

　なんといっても初めてこの問題を解いたのは、俺が一〇歳にも満たない子供だった時のことだからな。

　この『デポルニクス』の名前の由来が、近所に住んでいた老夫婦が飼っていた犬の名前であることを知っているのは俺くらいのものだろう。




　これでよし、と。




　今にして思うと当時発表した『デポルニクスの最終定理』は、何かと無駄の多い不完全なものであった。

　やれやれ。

　子供の頃の話とはいっても、こんな不完全なものを発表してしまった過去の自分が恥ずかしい。

　俺は既存のデポルニクスの欠点を補った回答を記述することによって、筆記試験を終わらせるのだった。







第八話　実技試験







　三時間に渡る筆記試験が終わり、次は実技試験が始まるようだ。




「うぐっ。流石は天下のアースリア魔術学園ッスね。筆記試験のレベルも半はん端ぱなく高かったッス」

「んん？　そうだったか？」




　テッドは死にそうな顔で俺の隣に座っている。

　どうやら筆記試験の出来が芳かんばしくなかったらしい。

　まあ、特に頭の出来が残念なテッドの言うことだから真に受ける必要はないな。

　おそらくこの会場に集まっている受験生たちは、当然のように全教科で満点を取っているに違いない。




「では受験番号一から四〇番までの方は私についてきてください」




　俺の受験番号は二七番。テッドは二八番か。

　次の試験は実戦的な魔術の技能を測るものらしいのだが、果たしてどんな課題を与えられるのだろうか。




「師し匠しよう！　行きますよー！」




　テッドに急せかされて、受験会場に移動する。

　次に俺たちが訪れたのは、学校の裏手に設けられた巨大な校庭だった。

　ふむ。

　おそらくこのエリアは、主に魔術の試し打ちをするために作られたものなのだろう。

　よくよく目を凝こらすと平原の中には、魔術を命中させるための『的まと』のようなものが幾つか散見されていた。




「では、受験者の皆様。今回の試験は、こちらに用意されている魔道具レガリアを使用して行います。各自、眼の色に合った魔道具を手に取って下さい」




　テントの下に用意されていたのは、それぞれ剣、銃、手しゆ甲こうなどの様々な武器の形を模した魔道具だった。

　試験官の指示に従って各自、用意された魔道具を番号順に取っていく。

　眼の色に合った、とはいうが、当然のように琥珀眼の魔術師に適した魔道具は用意されているはずもない。

　仕方がなく赤色の魔道具を手に取る。

　形は、とりあえず一番無難そうな片手剣のタイプ。

　訓練次第で全属性の魔術を極めることができる琥珀眼の魔術師であるが、個人によって向き不向きというものが存在している。

　俺の場合、灰眼が司つかさどる回復系の魔術はやや苦手としているが、反対に火水風の属性魔術はどれも得意である。

　まあ、苦手とはいっても、前の世界でも過去に前例のなかった《転生魔術》を完成させてしまう程度には、灰眼系統の魔術も使えるのだけどな。




「おい。見ろよ。あそこにいる劣等眼」

「ハハハッ。自分に合った魔道具がないからって適当に選んでらあ！」




　他の受験生たちからの好奇の視線が突き刺さる。

　やれやれ。

　別に適当に選んでいるわけではないのだけどな。

　琥珀眼の魔術師が色いろ眼鏡めがねで見られるのは、この会場でも変わらないようである。




「それでは試験の説明をしますね。今回の試験では純粋に受験生の方々の『魔術の威力』を検査するものになっています」




　魔術の威力の検査か。

　まあ、受験生の実力を測るという上では、無難な試験内容といえるな。

　今回の試験では予あらかじめ魔道具が与えられている為、魔術構文で他人と差を付けることができない。

　つまりは生まれ持った魔力量、効率的に体外に魔術を放出する技能が求められることになりそうだ。




「試験のために作った『的』は、絶対に壊れないような頑丈な設定になっていますので、みなさん、遠えん慮りよせずに最大威力の魔術を打ち込んできて下さいね」




　絶対に壊れないということは、何か『的』にも細工をしてあるということか。

　面白い。今回の試験は一般的な現代の魔術師たちの実力を測る上で、絶好の試金石となりそうである。




「さて。それでは準備の出来た人から前に出て下さい」

「はいっ！　はいはいはいはーいっ！」




　試験官の言葉に反応して、最初に手を上げたのはテッドだった。

　テッドのやつ、張り切っているな。

　おそらくテッドは筆記試験で失敗した分、今回の挑戦で挽ばん回かいしようと考えているのだろう。




「よろしい。ではまず二八番の方から始めますね」

「うおっしゃー！　オレが一番だー！」




　大丈夫かよ。あいつ。

　暫しばらく俺が面倒を見てやったとはいっても、アイツの魔術師としてのレベルは、『半人前』も良いところだ。

　リリスの話によると、このアースリア魔術学園は全国から選よりすぐりエリートが集まる学校らしい。

　このままだとアイツ、大勢の受験生の前で恥はじをかくことになるんじゃないか？

　指定された位置に立つテッドは、手甲型の魔道具を構える。




「では、はじめ」

「火炎弾フアイアーボール！」




　テッドは大きく拳こぶしを突き出して炎の弾丸を放つ。

　うわ～。こ、これは酷ひどい。

　テッドの放った火炎弾は、誰がどう見ても低質だと分かるほど凄せい惨さんなものであった。

　まあ、これも当然の結果か。

　もともとレベルの低いテッドが、更に不慣れな魔道具を使って魔術を発動しているのだからな。

　出てくる魔術が低質なものになるのは、仕方がないことなのかもしれない。

　ガキンッ！

　テッドの構築した魔術が的の中に吸い込まれるようにして消えた。

　なるほど。

　あの的には魔術を吸収する鉱石、暗黒物質ダークマターが使われているようだな。

　たしかに暗黒物質で作られたターゲットであれば、多少強力な魔術を発動しても壊れることはなさそうである。

　前の世界では、安定した供給が難しいという欠点を抱えていた暗黒物質であるが、現代ではその辺の欠点を克服したのだろう。




「「「えっ……!?」」」
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　会場が一瞬どよめいた。

　そらみたことか。言わんこっちゃない。

　テッドの魔術があまりにも稚ち拙せつだったので、呆あきれてしまったのだろう。




「素晴らしい！　キミほどの逸いつ材ざいがどうして一般受験を!?」




　んん？　この試験官……今なんて？

　流石さすがに今の言葉は聞き間違いだよな。

　あの魔術のどこに才能を感じる要素があったというのだろうか。




「信じられねえ。ランゴバルト家っていうと、片かた田舎いなかに住んでいる辺境貴族だろ？」

「うわぁ……。最悪だ……。あんな凄すごい魔術を見た後だとやりづらいわ……」




　他の受験生たちのリアクションも冗談で言っているようには思えない。

　ま、まさか本当なのか？

　この世界では本当に今の魔術が、『素晴らしい』と褒ほめ称たたえられるレベルなのか？




「なんという怪物。どうやら我々は一〇〇年に一人の天才魔術師の誕生の瞬間に立ち会えたようだね」

「…………」




　タバコの煙を吐き出しながらも、責任者と思おぼしきベテランの試験官は言った。

　テッドが天才!?

　一〇〇年に一人の天才だとぉぉぉ!?

　その時、俺は遅まきながらも、自分がとんでもなくレベルの低い空間にいることを再認識するのであった。





　～～～～～～～～～～～～






　俺は目を開けたまま夢を見ているというのだろうか。

　それからというもの、子供のお遊ゆう戯ぎ会かいのような試験は続いていった。




「火炎弾フアイアーボール！」

「風列刃ウインドエツジ！」

「雹棘砲アイスニードル！」




　会場に集まった受験生たちは、それぞれ自分の眼の色に合った魔道具を使って、魔術を構築している。

　いや。流石にこのレベルの魔術を魔術と呼んでしまうのは抵抗があるな。

　まさか魔道具レガリアというサポートアイテムを使用しても、ロクに魔術を扱えない人間がいるとは思ってもみなかった。

　今にして考えてみると、この世界ではボンボン貴族（兄）のバースですら、優秀な魔術師だったのかもしれない。




「えー。それでは最後になりましたが、受験番号二七番、アベル君。試験の方は受けますか？」




　試験官が妙に優しい声で尋ねてきた。

　やれやれ。

　おそらくこの試験官も会場にいる受験生と同様に『琥珀眼の魔術師はロクに魔術が使えない』という間違った認識を抱いているのだろう。

　将来の魔術師たちの育成を担になう教育者がこの惨さん状じようでは、先が思いやられるな。




「やらせていただきますよ」




　短く返事をすると、試験官が指示した場所に移動する。




「それでは始めて下さい」




　試験官の合図によって俺の試験が始まった。

　さて。どうしたものか。

　単に与えられた構文通りに魔術を構築しても流石に芸がない。

　ここは何か細やかなアレンジを施ほどこして、さりげなく実力を示しておくことにしようかな。




「なぁ。おい。見ろよ。あの琥珀眼の平民」

「ハハハ。火炎玉フアイアーボールの構築にこんなに時間がかかるなんて。流石は劣等眼だな」




　既に魔術に集中しているので外野の野次が気になることもない。

　俺は素早く魔術構文を改変して、欠陥バグが出ないように全体の帳尻を合わせていく。




《弾速レベル――最速》

《威力レベル――上昇値（大）》

《追加術式――散連弾》




　ああ。そうそう。

　最後に一つだけ大事なものを忘れていた。




《安全装置リミツター解除》




　これでよしっと。

　後は狙いを的に絞って、魔術を発動すれば終わりである。

　取り立てて何も語ることのない平凡な魔術ではあるが、この会場に集まった魔術師たちの実力を考えておくとレベルを下げておくのが正解だろう。




「火炎弾フアイアーボール――雨型分裂スプレツドレイン！」




　次の瞬間、空気が震える。

　俺が構築したのは、直径一メートルくらいのサイズの火炎弾である。

　ただ、同じ魔術を発動しても面白くないので、この魔術には空中で分裂するよう、魔術構文を改変しておいた。




　ヒュオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　ドガガガガアアアアアアアアアアアアァァァァァァン！




　空中に向かって飛んで行った火炎弾は分裂をして、雨のように的に向かって降り注いでいく。

　なんだこれ。

　よく見ると絶対に壊れないと言われていた的が壊れてしまっている。

　おそらく学生向けの試験とタカをくくって、粗悪な材質の暗黒物質を使っていたのだろう。

　そうでもなければ今程度の魔術で、暗黒物質が溶解するはずがない。




「あ、あ。あ、あ……」




　んん？　これは一体どういうことだろうか。

　理由は全まつたく不明なのだが、俺の隣にいた試験官は、腰を抜かしたまま魚のように口をパクパクと動かしていた。




「な、なんだよ……。あれ……」

「し、信じられねえ……。辺り一面、焼やけ野の原はらじゃねぇか……」




　他の受験生たちも口を揃えて、俺の方を見て何事か口走っている。

　もしかして今の魔術がそんなに珍しかったのだろうか？

　いや、流石にそれはないか。

　応用魔術の中では、《散連弾》なんてものは魔術の初歩の初歩だからな。

　いくら魔術師たちのレベルが低下したとはいっても、この程度の魔術であれば使える人間は何人でもいるだろう。




「な、なんで、劣等眼がこんな魔術を使えるんだよぉぉぉ!?」




　受験生の一人が情けなく腰を砕くだきながらも声高に叫んだ。

　そうか。合が点てんがいった。

　おそらくこの周囲の過か剰じようなリアクションは、琥珀眼の魔術師が普通に魔術を構築できたことに対する驚きなのだろな。

　琥珀眼の魔術師に対する間違った認識を是ぜ正せいできたみたいで何よりである。





　～～～～～～～～～～～～






　もともとこのアースリア魔術学園は、老ろう朽きゆう化が進んで使われなくなった王立図書館を改装して造られたものであった。

　白竜の鱗うろこのような色をした岩で造られた壁を注意深く観察すると、実は三つの図書館が継ぎ足されて造られていることが分かる。

　建物の中は暗黒物質ダークマターがふんだんに使われ、魔術が暴発しても壊れないような頑強な造りとなっていた。




（……流石は天下のアースリア魔術学園ね。施設のレベルが段違いに高い。国内最高位と言われるだけあるわ）




　ここはアベルたちが実技試験を受けている会場とは、反対方向にあるＢ会場である。

　Ｂ会場の中には、茜あかね色の髪を靡なびかせながらも退屈そうに溜息を吐く一人の少女がいた。

　彼女の名前はエリザ。

　図抜けた実力と美び貌ぼうを併あわせ持ったエリザは、既に他の受験生たちからの注目の的まととなっていた。




「アイツだろ。例の平民を庇かばった奴って」

「いけ好かないよな。ってか、どこの貴族だ？」

「見たことのない家紋だな。田舎貴族だろ。どうせ」




　先程からエリザの耳にチラホラと入ってくるのは、他の受験生たちからの謂いわれのない中傷の嵐である。




（とはいえ受験生の質は、国内最高位とは言えなさそうね）




　陰口を叩くことしか能のない人間を相手になどしてやる必要はない。

　エリザの見立てでは、このＢ会場で合格できるのはおそらく半数を下回る。

　未来の学友候補ならいざ知らず、この先で関わる可能性もないような奴らのヤジを気にしていてはキリがない。




「では、次。八六番の方、前へ」

「はい」




　自分の番号を呼ばれたエリザは、背筋を伸ばして立ち上がる。




「名前をどうぞ」




　実技試験の内容は、Ａ会場もＢ会場も変わらない。

　唯一の違いは、こちらの方は試験官が試験番号順に受験生たちを見ているくらいだった。




「受験番号八六番。エリザです。よろしくお願いいたします」




　会場がざわつく。

　茜色の垂れ髪に、きめ細かい純白の肌。

　そして磨みがかれたばかりのルビーのような灼しやく眼がんが彩いろどったその端たん麗れい極まる容姿。

　何より、その美しい一礼。

　彼女は嘲ちよう笑しようされていると勘違いしていたのだが、実際は違う。

　誰もが彼女の整った容姿と立ち居振る舞いに、古い貴族のような美しさを感じて心を摑つかまれていたのだった。

　そしてそれは試験官も例外ではない。

　性別は女性だというのに、一瞬、彼女の美しさに息が止まりそうになった。




「……始めてよろしいですか？」

「え、ええ。どうぞ、始めて下さい、エリザさん」




　試験官の許可を取ってから、エリザは魔道具を構える。

　その魔道具の色は彼女の眼と同じ赤色だった。




「炎列刃フレイムエツジ！」




　その瞬間、空気が震える。

　事前に構築されていた魔術構文を咄とつ嗟さに改変したのは、その方がより的まとにダメージを与えることができると判断したからだ。

　ガキンッ！

　エリザの構築した《炎列刃》は、的に向かって突き刺さる。




「し、信じられない……！　暗黒物質ダークマターに傷がっ!?」




　エリザの魔術を目まの当たりにした試験官が驚きよう愕がくの声を上げる。

　周囲にいた受験生たちも一目でその実力の差を感じ取り、完全に萎い縮しゆくしている様子であった。




（……ああ。つまらないわ。この程度の魔術で驚かれるなんて、本当にレベルの低い人間しかいないのね）




　溜息を吐くエリザであったが、そこで一つの違和感に気付く。

　会場の後方、エリザから二〇メートル以上離れたところから、一人の教員が血相を変えて、走ってきたのである。




《身体強化魔術、聴力強化》




　何事かと疑問を抱いたエリザは、その場で聞き耳を立てることにした。




「フェディーア先生。緊急事態です！　とにかく大変なんです！　早く来てください！」




　若い教員に呼びつけられた白衣の試験官は、何を隠そう今回の試験の総責任者を務める魔術師だった。




（ふうん。あの偉そうにしている試験官、フェディーアって名前なのね。というか、緊急事態ってどういうこと？）




　フェディーアが、キッチリと正確で簡潔に話すよう指示すると、若手の教員は言いづらそうに苦笑いをした。




「その、暗黒物質の的を……琥珀眼の受験生が、粉々に砕いてしまいまして」

「――――ッ!?」




　思わずエリザは我が耳を疑った。

　だが、さらに詳細な話を聞くにつれ、自分の頭と常識も疑うことになる。

　どうやらその少年は、的を粉々に破壊しただけには飽き足らず、周囲の草原を焼野原に変えてしまったというのだ。




「その受験者の名前は？　どこの貴族？」

「それが……。貴族ではないらしく……その、出身地はランゴバルト領地で。名前は……」




　問題の少年の名前を聞いたエリザは、期待と興奮で胸を膨ふくらませていく。

　アベル。

　教員はたしかに小さな声でそう答えた。

　一体何故？

　どうして全すべての属性に適性がゼロと呼ばれる『劣等眼』の少年が周囲を驚かせるような魔術を構築できたのか？

　それからというものエリザは、アベルという少年に対して、強烈なライバル意識を燃やし始めるのだった。







第九話　最終試験







　それから。

　無事に『威力検査』の試験を終わらした俺たちは、次の試験を受けるために別会場に移動を始めていた。




「師し匠しよう！　オレ、オレ、凄すごくなかったッスかー!?　ねー！　ねー！　師匠と同じＡ判定っスよ！」




　Ａ判定。それより上の判定がなかったから仕方ないが、俺とテッドが同じ括くくりに入れられるのは悲しいところである。




「お！　この扉の先が『Ａ判定』を受けた受験生の待合室みたいッスね」




　先程からテッドは何かにつけて『Ａ判定』の部分を強調してくる。

　おそらく実技試験で認められたのが、よほど嬉しかったのだろう。

　ガチャリ。

　ドアノブを回して、扉を開く。

　中には二〇人を少し上回る程度の人がいた。

　彼らは貴族であり以前からの知り合いも多いらしく、試験中だというのに周りと喋しやべってリラックスムードのようだ。

　だがしかし。

　俺の顔を見るや否いなや、受験生たちがさっと静まり返った。

　んん？　これは一体どういうことだろう？

　彼らは俺たちと眼を合わせるなりピタリと会話を止めて、気まずそうに俯うつむいてしまったのである。




「たぶんですけど……。師匠が暗黒物質ダークマターを壊した噂うわさが広まっているのだと思いますよ」

「なるほどな」




　なんとも居心地が悪いが、危害を加えられるわけではないので気にする必要はないだろう。

　椅い子すに座り、小さく溜息を吐く。

　おそらくこの会場に集まっている受験者は、たいていがプライドの高いエリート層なのだろう。

　平民に負けて悔くやしいと思う者もいれば、平民の癖くせに煩わずらわしいと思う者もいる。

　それから、未だに負けるはずがないと思う者も、か。




「ねえ。貴方あなた」




　つかつかと俺の隣に女が近寄ってくる。

　茜あかね色の髪を持った校門の前で見かけたことのある女だ。

　俺は小さく溜息を吐いてから、女と視線を合わせないようにして無言を貫いた。




「ちょっと！　その態度は何なのよ！　このアタシが、わざわざ話しかけているんだからこっちを見なさいよ！」

「やれやれ。俺は平民が馴なれ馴なれしく舐なめた口利きかないよう、口を閉ざしているだけなのだがな」




　別に根に持っているというわけではないのだが、いずれにしても面倒事に巻き込まれるのは御免である。

　無視することによって茜色の髪の女と関わりを持たずに済むのであれば、それにこしたことはないだろう。




「いい心がけね。けれども、アタシの名誉のために断っておくわ。アタシは別に貴族主義じゃないわよ。ただ単に弱いやつが嫌いなだけ」




　年齢とは不釣り合いなサイズの大きな胸を張ってエリザは言った。

　なるほど。

　この女は以前に言っていたな。『強いやつ以外に興味はない』と。

　平民の出身にも優秀な魔術師は存在しているが、やはり貴族と比べると割合は寂しいものである。

　この女の中では『強いやつ以外に興味はない』と『平民が嫌い』という思考は、似ているだけで別物なのだろう。




「そうか。それは良かったな」




　俺は手にした本のページを捲めくり、エリザを拒絶するかのような雰ふん囲い気きを出していくことにした。




「で！　貴方、本当なの？　実技試験で暗黒物質の的を粉々に破壊したって!?」

「…………」




　エリザと名乗る女は遠えん慮りよなしに俺の隣に座り、ストレートに質問をぶつけてきた。




「さあ。どうだろうな」

「どうやって魔術を構築したの？　追加構文は何？　そもそも琥珀眼の魔術師って、ロクに魔術を扱ないって聞いていたのだけど？　得意な属性魔術っていうものがあるのかしら？　誰か高名な魔術師の元で修行していたの？」




　やれやれ。

　どうやらこのエリザという女は、あまり周囲の空気を読むタイプではないらしい。

　しかし、こと魔術の話になると急に眼が輝き始めたな。

　当然この女の質問に答えてやることもできるのだが、個人的にはあまり気が進まない。

　何より俺は、面倒事が嫌いだ。

　ここでこの女と関わることは後々の面倒事を背負う結果になりそうな気もする。

　と、その時、幸運なことに天が俺に味方をした。




「皆さま、着席願います。これより次の最終試験のルールを説明いたします」




　扉を開いて待合室にやってきたのは、今回の試験の責任者と思おぼしき女教師であった。

　眼の色は灰色。

　白衣を着ていることからも治療系の魔術師であることが窺うかがえた。




「残念だったな。話の続きはまた今度になりそうだ」

「ふんっ。まあ、良いわ。はぐらかしたって無駄よ。どうせ今回の試験の結果で、全すべてがハッキリと分かるんだから」




　意味深な言葉を残したエリザは、もともと自分が座っていた席に戻っていく。

　んん？　この女は一体何を言っているのだろうか？

　どうやらエリザは、事前に学園側が用意していた試験のカリキュラムを知っていたらしい。

　この時、エリザが口にした言葉の意味は、最終試験の内容を聞かされていくうちに明らかになっていくのであった。





　～～～～～～～～～～～～






　試験官の一人の、白衣の女が黒板に最終試験の説明を書き始めた。

　――貴族は古来より、様々な物を賭かけて戦ってきた。

　それは時として、女であったり、領地であったり、命であったり、様々である。

　これは魔族との戦争中もそうだった。貴族同士でよく揉もめていたのを覚えている。

　そんな貴族がもめ事を起こす度たびに、ことあるごとに、持ち出されているのが『決闘』と呼ばれる風習である。




「最終試験は、決闘を模した実技試験です。この決闘の結果は合否に大きく関わる、とだけ最初に告げておきましょう」




　これから決闘が始まるというのに思ったよりも会場の様子は静かだった。

　なるほど。

　どうやらこの最終試験の内容は、毎年あまり変わっていないのだろう。

　受験生たちは試験官が口にした言葉を淡々と受け止めているようであった。




「今から三つ、ルールを説明します」




　そして提示されたのは、分かりやすい三つのルール。

　一つ。勝負は一対一で行うこと。

　二つ。勝敗は試験官より施ほどこされた防御魔術を破壊された方の負けとすること。




「今から我々が受験生の皆さんに防御魔術を施ほどこしていきます。防御魔術は低威力の魔術なら何発か耐えますが、高威力の魔術を受けると一撃で破壊されることもありますので注意をしてくださいね」




　試験官は説明をしながら自身の体に防御魔術を施していく。

　ふむ。

　まあ、決闘を模した試験の内容という意味では妥だ当とうなところだろうな。

　問題は試験官の施す防御魔術が心もとないという点であるが、学生同士の戦いにおいてはこの程度のもので十分なのだろう。




「最後に三つめのルールを説明します。対戦相手は前の試験の結果を元に『実力の近しい相手』を選定しています。相手の受験番号は今から張り出す紙に書いておきましたので、各自確認を済ませておいて下さいね」




　どれどれ。俺の対戦相手の受験番号は『八六番』か。

　どこかで見たような番号ではあるのだが、具体的に誰なのかまではサッパリと覚えていないな。

　他の受験生たちのことになど全まつたく興味がなさ過ぎてチェックをしていなかった。




「もう一度。隣よろしいかしら？　アベルくん」




　対戦相手を探そうと考えていた矢先、見覚えのある女に声をかけられる。

　そうか。

　そういうことかよ。

　茜あかね色の髪を持った少女、エリザが胸につけたプレートには『八六番』の受験番号が振られていた。




「おい。見ろよ。アレ！」

「噂うわさの劣等眼と赤髪の女が戦うみたいだぞ！」




　なるほど。

　どうやら俺たちの戦いは今回の試験の中でも注目のカードらしい。

　試験官は今回の決闘は『実力の近しい相手』を選んだと言っていた。

　おそらく前の試験では俺とエリザが暫ざん定てい一位、二位の順位で通過したのだろう。




「一緒に踊りましょう。このアタシが貴方あなたの実力を見極めてあげるわ」




　余裕の台詞せりふを口にしたエリザは、俺に向かって手を差し伸べる。

　やれやれ。

　俺はただ、誰に注目されることもなく、目立たず、平穏に学園を卒業したいだけだったのだが。

　つくづく人生っていうやつは、なかなか自分の思い通りには運ばせてくれないものらしい。





　～～～～～～～～～～～～






　面倒なことになった。

　これまでは特に大きな問題もなく、淡々と進行をしていた入学試験であるが、最後の最後に大きな山場が待ち受けていた。

　どういうわけか俺は、跳ね返りのジャジャ馬娘、エリザと決闘することになってしまったのである。




「さあ、武器を抜きなさい！　アタシの魔術で骨抜きにしてあげるわ！」




　やれやれ。せっかちな女だな。

　目の前にいるエリザは武器を手に取り、早くも臨戦態勢に入っているようだった。




「悪いが、武器は使わないぞ。生あい憎にくと俺は魔道具を使った戦いがあまり得意ではないのでな」

「ふうん。それって何か特別な拘こだわりがあるのかしら？」




　別に拘りがあるわけではないのだけどな。

　俺の場合、魔道具を使って魔術を構築するよりも、自分でゼロから魔術を構築する方が早くできてしまうのだ。

　俺の戦闘スタイルは『拘り』に代表されるような感情論ではなく、合理性を突き詰めていった結果なのだが……。

　当然そのことを言っても信じてもらうのは難しいだろう。




「理由は言わない。けれども、お前を失望させるような結果にはならないということだけは、保証しておいてやろう」




　俺の言葉がお気に召したのか、エリザは僅わずかに口元を緩ゆるめる。




「古風な戦い方をするのね。でもまあ、そういうのも嫌いではないわ」




　不敵に笑ったエリザは剣を抜く。

　シュオンッ！

　次の瞬間、ゴムが弾けたように真っすぐ突っ込んできた。

　なるほど。迅はやいな。

　この魔術が衰退した世界にも、これだけの人材が残っていたのか。少しだけ驚きである。

　だがしかし。

　当然、俺にとってはエリザの剣撃などはハエが止まるかのようなスピードである。

　俺は欠伸あくびを嚙かみ殺しながらもエリザの背後に回り込むことにした。




「なっ――!?」




　訳も分からないままに背後を取られたエリザの表情は驚きよう愕がくで歪んでいく。

　しかし、この程度では彼女のペースは崩れない。

　優秀な証あかしだ。戦闘の最中に相手の行動に驚いていちいち動きを止めていたらキリがないからな。




「炎列刃フレイムエツジ！」




　続く第二陣、振り返ったエリザの魔道具レガリアから魔術が飛んでくる。

　炎列刃とは火属性の基本魔術である火炎弾に『切れ味強化』の追加構文を施した初級魔術である。

　俺にとってはもう何万回作ったか分からない魔術の中でも初歩の初歩だ。

　そうだな。

　攻撃を避けることは簡単であるが、あまり同じことばかりを繰り返しても芸がない。




「炎列刃フレイムエツジ！」




　俺はエリザが構築した魔術と比べて、ピッタリ二倍の威力の魔術を発動して、攻撃を返すことにした。




「えっ――!?」




　圧倒的なスピードで、カウンターの一撃を発動されたエリザは、絶望の表情を浮かべる。

　ガキンッ！

　ズガガガガガッ！

　空気を燃焼させる音と共に俺の構築した炎列刃が、エリザの魔術を呑のみ込んでいく。

　瞬間、爆発音。

　エリザの方はどうにか攻撃を回避できたみたいだが、俺の構築した魔術によって地面がエグれていくのが見えた。

　ふむ。少しやり過ぎたかな。

　実力の差を見せつけてエリザの心を折ってやることは簡単であるが、あまり早く勝負が決してしまっても面白みがない。

　こういった模も擬ぎ戦闘の場合、相手の実力を一〇〇パーセント引き出した上で勝利するのが、美しい勝ち方というものだろう。




「たあああぁぁぁぁ！」




　が、どうやら俺はエリザの能力を少し侮あなどっていたらしい。

　圧倒的な実力の差を前にしてもエリザは臆さなかった。

　煙の中で姿を消して、気配を絶ち、反撃の一撃を与えるチャンスを虎こ視し眈たん々たんと狙っていたのである。




『良いこと平民！　アタシの視界に入りたいのならば、誰よりも強くなりなさい。アタシは強いやつ以外に興味がないのよ』




　その時、俺はふと初めて会った時にエリザが口にしていた台詞を思い出す。

　なるほど。

　どうやらエリザの中の強者に対する尊敬の気持ちは本物らしい。

　本来ならば絶望しても不思議ではない状況下においてもエリザは、心底楽しんでいるように見えた。

　やれやれ。

　俺もこの娘の持つ熱に少しだけあてられてしまったかな。

　僅かではあるが、他人との戦いが面白いと思えたのは、随ずい分ぶんと久しぶりなような気がする。

　しかし、本気で向かってくる相手に対して、わざと力を抜いて戦いを長期化させるのも悪趣味だろう。




「策は悪くないが、相手が悪かったな」

「なっ――!?」




　俺はエリザの攻撃を躱かわすと、素早く魔術を構築する。

　次に選んだ魔術は、俺が実戦において最も長く愛用していた中級魔術である。




「火炎連弾バーニングブレツト！」




　これまでの流れの中でエリザの実力は大体把は握あくした。

　おそらく次の攻撃は避けられないだろう。

　そういうギリギリの範囲を狙って構築した魔術だからな。

　防御魔術込みで死なない程度に威力は調節をしていたが、この攻撃を受ければ戦闘の続行は困難だろう。

　これで終わり。さようならだ。





　～～～～～～～～～～～～






　少しでも気を抜けば途端に意識が飛びそうなプレッシャーの中、エリザは無心になって剣を振るっていた。




（強い……！　この男……！）




　それこそがエリザがアベルに対して抱いた率そつ直ちよくな感想であった。

　まず、魔術の構築スピードが尋じん常じようではない。

　最初は何か魔道具を隠し持っているのではないかとも考えたのだが、そういうわけではないらしい。

　この男は完全に生身の状態で戦っているのである。

　信じられない話だ。

　素早く魔術を構築できるというのが『魔道具』の最大のメリットだというのに。これでは自分が何のために魔道具を使っているのか分からなくなってしまう。

　次に魔術の威力が尋常ではない。

　通常、魔術というものは、威力を大きくすればするほど処理しなければならない情報量が跳ね上がり、欠陥エラーも起こりやすくなってくる。

　だがしかし。

　この男の場合、どんなに威力を上げたところで、魔術の質に淀よどみがない。

　強い。

　強すぎて意味が分からない。

　しかし、目の前に広がる圧倒的な実力差は、逆にエリザの中の闘争本能に火をつけていた。

　次第にエリザは、自ら置かれた絶望的な状況を楽しむようになっていたのである。




「火炎連弾バーニングブレツト！」




　刹せつ那な、エリザの目前に合計で一二個の火炎玉が浮かび上がる。

　止とどめを刺しにきた、ということをエリザは直感的に理解した。

　炎弾の一発一発に込められたエネルギーが信じられないほど大きい。

　凡ぼん百ぴやくの魔術師では、合計で一二個もある火炎玉の一発分の威力ですらも出すことが至し難なんの業わざだろう。

　当のアベルの方はというと、全力を出している素振りは微み塵じんもなく、まだまだ余力があるように見えるのだから末恐ろしい。




（……どうやら出し惜しみしていられる余裕はなさそうね）




　今回の攻撃は完全に回避することが難しい。

　かといって攻撃を受け止めようとすれば、身に着けた防御魔術と一緒に意識まで吹き飛んでしまいかねない。

　悩んだ末にエリザが選んだのは、今まで意図的に封印してきた第三の選択肢しだった。

　禁術――《茜射す天空ローズマダー・スカイ》。

　それこそがエリザが厳しい修行の末に体得した、先祖代々から受け継いできた究極の奥義だった。





　～～～～～～～～～～～～






　ズガガアアアアァァァン！

　ドドドドオオオオオオオオオオン！




　俺の構築した《火炎連弾》によって大爆発が起こり、轟ごう々ごうと煙が立ち上っている。

　ふむ。少し驚いたな。

　どうやら今の魔術を食らっていても尚、エリザは無事でいるらしい。

　爆炎の炎が弱まり、視界が開けたものになってくる。

　直後、白煙の中で身を屈めるエリザのシルエットを確認することができた。




「キミ！　大丈夫なのか!?」




　エリザの身を案じた試験官の男が駆け付けた。




「防御魔術は壊れている！　今すぐ棄き権けんしなさい！」

「いいえ。まだです」




　気丈に振る舞うエリザは、助けに駆け付けた試験官を一いち瞥べつする。

　その気迫に押された試験官は、思わず肩をビクリと震わせていた。




「たしかに試合には負けました。けれども、まだ個人的な決闘の途中ですので」




　とんでもない負けず嫌いだ。笑っちまうくらい。

　今更確認するまでもなく、今回の模も擬ぎ戦のルールは『先に防御魔術を破壊された方の負け』だった。

　だが、これが試験とは関係のない、『個人的な決闘』ならば話は変わってくる。

　勝負はどちらかが戦闘不能になるまで続くことになるのだろう。

　つまりエリザは試合を棄すてて、『自分で作ったルールの中での勝負』に勝ちにきたのだった。




「アタシは……。アタシが誰よりも強いことを証明するのよ……！」




　手にした魔道具を杖つえのように使って、エリザは立ち上がる。

　先程の魔術によるダメージが残っているのだろう。

　その足取りは見ていて痛々しく思える程に弱々しいものであった。




「一つ聞いていいか？　何故、この平和な時代で、そこまで『強さ』に拘こだわる？」




　俺の暮らしていた二〇〇年前の時代ならいざ知らず、この時代にエリザのような負けん気の強い娘は珍しい。

　前にボンボン貴族（兄）が言っていたな。

　今のこの平和な時代では『魔術なんて使えなくても幸せに暮らしていける』のだ。




「平和なんて言葉はまやかしよ」




　ぽつりと、エリザは水でも零こぼすかのように呟つぶやいた。




「泰平の時代……。争いのない百年……。本当にそうかしら？　隣国のクルドレアは、いつか起こるかもしれない大戦に備えて着々と軍備を強化している。

　魔族だって、本当に滅んでいるのかしら？　数年前に魔族絡みの事件があった。でも、世間には大きく報道されなかった。平和という二文字を守るためだけに」




　溢あふれ出した言葉が燃料となったのか、次第にエリザは眼に力を取り戻していく。




「国際条約があるから戦争は起こらない？　魔王の魂は消滅したから二度と復活はしない？　誰がそんなことを決めたの!?　アタシは、まやかしの平和の上に、胡坐あぐらを搔かくような真ま似ねだけは絶対にしたくないのよ！」




　そうか。この娘の言葉にも一理あるな。

　今は平和な時代だが、完全に全すべての脅きよう威いが消え去っているわけじゃない。

　世界の各地に戦火の種は、着実に根付き始めている。

　もしも魔族との本格的な戦争が起これば、この時代の腑ふ抜ぬけた魔術師たちは一いつ掃そうされることになるだろう。




「だからアタシは強くなる！　そしてアタシを育ててくれた家を絶対に再興するんだ！」




　僅わずかに涙を浮かべながらもエリザは言った。

　家も再興するか、か。

　おそらく現代において、エリザの家で教えていただろう古い考え方は通用しなかったのだろうな。

　この平和な時代で『戦争に備えろ』などと言う奴は、ただの危険人物だ。

　悲しいかな。

　人間は自分と違う考え方を持った者を敵として認識する習性がある。

　だからこそエリザの家は、現代の価値観についていくことができず、没落していったのだろう。




「禁術、《茜射す天空ローズマダー・スカイ》！」




　声高に叫んだ次の瞬間、エリザの体の周りに魔術式が浮かび上がる。

　身体強化魔術の一種か？　すぐさま俺は解析を始める。

　複雑な魔術式だ。

　流石さすがにこの魔術は、学生のレベルを逸脱しているような気がするな。




「《術式炎装フイジカル・フレア》！」




　そうか。なるほど。

　少し驚いたな。『あの女』は、二〇〇年先の未来に、この魔術を残していたのか。

　今回の魔術でエリザが育った家庭というものにも想像が付いた。

　色々な疑問が同時に解決をしてスッキリとしたな。

　おそらく先程、エリザが俺の構築した『火炎連弾』に耐えることができたのは、咄とつ嗟さにこの炎の鎧よろいを纏まとったからなのだろう。




「覚悟しなさい！　今のアタシは一味違うわよ！」




　ふむ。それなりに絵になる光景ではあるな。

　口は悪いが、このエリザとかいう女は見てくれだけは悪くない。

　目の前には、炎の鎧を身に纏った女。

　その神こう々ごうしさすらも感じる姿を前にして、ギャラリーたちは完全に見み惚ほれているようであった。

　刹せつ那な、炎の鎧からは二枚の翼が生えて、エリザを天高くに押し上げていく。




「し、信じられねえ！　飛んでいるよ！」

「飛行魔術!?　それって都市伝説か何かじゃなかったの!?」
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　空を飛ぶエリザを前にして沸き上がるギャラリーたち。

　たしかに『飛行魔術』の構築には、魔術師として一定の技量が必要だ。

　この魔術を使いこなせる人間は、二〇〇年前の時代にも多くはいなかった。

　何故なら、『飛行魔術』の構築には、複数の属性の魔術をバランス良く扱いこなす技術が必要だからな。

　俺のような琥珀眼の人間ならばともかく、エリザのような『灼しやく眼がん』の魔術師が『飛行魔術』を習得しようとした場合、血の滲にじむような努力が必要だろう。




「いくら貴方あなたでも見たことないでしょ！　この魔術だけは――！」




　いやいや。

　ところがどっこい、俺にとって、その魔術は見飽きた存在なんだよな。

　まさか二〇〇年前に存在した固有魔術が、全まつたく変わらない形で受け継がれているとは予想もしていなかった。

　おそらくエリザの家は先祖代々、揃いも揃ってバカ真ま面じ目めだったのだろう。




「――証明完了。《反証魔術》」




　何度も見たことのある魔術であるということは当然、俺にとっては《反証魔術》を使用できるということを意味する。

　相手の魔術を解析して、無効化する《反証魔術》は、既に分析済みの魔術を相手にする場合、無類の利便性を発揮することができるのだ。

　バキリッ。

　ガラスが割れるような音が響く。

　エリザの術式と、炎の鎧が、粉々になって砕くだけ散る。




「えっ。えええっ。あれええええええええ!?」




　無ぶ様ざまにも空中で翼がもがれることになったエリザは、衣服が捲めくれ上がらないよう手で押さえながらも悲鳴を上げていた。

　やれやれ。

　仕方のないお姫様だな。

　俺は落下点を予測して、首しゆ尾び良くエリザの体をキャッチする。




「お前、《火の勇者》マリアの子孫だな」

「――――ッ!?」




　俺が核心を衝ついた質問をぶつけると、エリザは『何が何だか分からない』と言った様子の動どう揺ようした表情を浮かべる。




「お前はあの脳筋女に似てなかなか筋がいい。精しよう進じんしろよ」




　ふう。この女、本当に俺たちと同学年なのか？

　下手へたをすると、現時点で既にリリスよりも体重があるような気がする。

　生あい憎にくと俺には、この女をお姫様抱っこしてやる義理はない。

　ゴロゴロゴロ。

　俺はエリザの体を雑な感じで地面に転がしておく。




「勝者！　受験番号二七番、アベル君！」




　俺たちの試合を見届けていた試験官が勝ち名乗りをする。

　瞬間、爆弾が落ちたかのようにギャラリーたちの歓声が沸き上がった。

　ふう。

　エリザの祖先たちが、マリアの開発した魔術を完かん璧ぺきな形で継承していてくれたみたいで助かった。

　もともと《茜射す天空ローズマダー・スカイ》は、自身の命を燃やすことによって戦闘能力を大幅に底上げするような魔術である。

　勝負が長引くと、術者の体に致命的な後遺症を与えかねないのだ。




「なんなの……？　アイツ、一体何なのよ……？」




　エリザからしたら俺の存在は、さぞ不可思議なものとして見えているのだろうな。

　地面に転がり、天を仰あおいだエリザは、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべるのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　時刻はアベルたちが入学試験を受けてから三時間ほど先に進むことになる。




「今年の受験生はなかなか面白い逸材が揃っているね」




　ここはアースリア魔術学園の職員室である。

　例年通り職員室では、今年の受験生の話題で持ちきりになっていた。




「ああ。例のＧ３のことだろう？」

「なんだ。Ｇ３って？」

「ジーニアススリー。三人の天才っていう意味さ。皆、噂うわさをしているよ。今年の外部生には『三人の天才』がいるって」




　職員室の中でも特に話題に上がったのは、テッド、エリザ、アベルの三人の名前であった。

　総勢二〇〇名を越える受験生たちの中でも図抜けた存在感を示した三人は、試験官を務めていた教師たちからの注目の的まとになっていた。




「へぇ。ソイツは景気の良い話だな。これでウチの学生たちのレベルがちょっとは上がると良いのだが……」

「まったくだ。今年こそは対抗戦で三位以内には入りたいよなぁ……」




　アースリア魔術学園が『国内トップの魔術校』と呼ばれていたのは過去の話。

　実のところ、ここ最近の他校との交流戦の戦績は、下降傾向にあり、かつての栄光は陰りを見せていた。




「……何がＧ３だよ。くだらない」




　教師たちの会話に水を差すかのように毒を吐く一人の男がいた。

　男の名前はエマーソン。

　くしゃくしゃにカールした髪の毛と丸まる眼鏡めがねが特徴的な細身の教師である。

　他人に流されず、自分の意見を述べることのできるエマーソンは『変わり者の教師』として、その名を知られていた。




「真の天才はアベルくん、ただ一人だよ」




　ハッキリと確信を持った表情でエマーソンは言った。




「アベルっていうと、琥珀眼の平民だろ？　たしかに魔術の腕は、凄すさまじいものがあったが……」

「単純な実力だけなら、エリザさんも引けを取っていないんじゃない？」

「…………」




　教師たちの品評を耳にしたエマーソンは、呆あきれた表情で溜息を吐く。

　将来の魔術師の育成を担になう学園の教師たちがこの様子では、先が思いやられてしまう。

　今まさにアベルの答案用紙を採点しているエマーソンは、アベルの持つ異様な能力に気付いて戦慄していた。




（なんということだ。まさか一いつ介かいの学生が『デポルニクスの最終定理』を完かん璧ぺきに解いてしまうなんて……！）




　実のところ、アベルが解いた『デポルニクスの最終定理』とは、現存する魔術研究者の中でも理解しているものがほとんどいないとされる超難問であった。

　では何故、学生たちの試験に問題が採用されたのかというと、偏ひとえにそれはエマーソンが悪戯いたずら心ごころを働かせたからに他ならない。

　当然、出題者であるエマーソン自身は、正解者が出ることを想定していなかった。




（いや。これは完璧ではない。完璧以上の解答になっている……!?）




　よくよく確認してみるとアベルの解答は、単に既存の『デポルニクスの最終定理』をなぞっただけのものではなかった。

　通常のデポルニクスと比べて、随ずい所しよに改良が施ほどこされた解答となっていたのである。

　この事実を公表すれば、国家から表彰ものの偉業となるだろう。




「ふぉふぉふぉ。今年も受験生の話題で随ずい分ぶんと盛り上がっておるようじゃのう」

「「「が、学園長!?」」」




　俄にわかに騒がしくなってきた職員室の中に一人の老人が足を踏み入れる。

　男の名前はミハイル。

　この学園のトップにして、若い頃は王国随ずい一いちの魔術師として名を馳はせたことのある使い手だった。

　ただ単に秀でた魔術師であるというだけではなく『勇者の血統』を持ったミハイルは、学園のシンボルとして国内外に強い影響力を持っていた。




「凄すごいなどというものではありませんよ！　彼は！」

「ほほう。優秀なエマーソン先生にそこまで言わせるとは……。よほど凄い才能を持った学生が試験を受けにきたようじゃのう」




　エマーソンはアースリア魔術学園の中でもトップクラスの実力を持った魔術師だ。

　まだ若いというのに魔道具の開発分野において幾つもの特許を習得しており、周囲の教師たちからも一目を置かれる存在であった。




「ええ。アベル君という琥珀眼の魔術師なのですけどね。彼は将来、この国を背負って立つ最高の魔術師になりますよ。ボクが保証します！」

「ぶふぅ――!?」




　エマーソンの言葉を聞いた学園長ミハイルは思わず、口の中の入れ歯を噴き出してしまう。




「が、学園長!?　どうかされたのですか!?」

「いや、すまない。エマーソン先生、もう一度、彼の名前を教えてくれるかのう？」

「はい！　アベル。アベル君ですよ！　筆記、実技共に満点を叩き出した学園史上、最高の天才です！」

「…………」




　ミハイルは頭を抱えていた。

　何故ならば、職員室の中にいた人間の中で唯ただ一人、『アベル』という名前に聞き覚えがあったからだ。




「あの、もしかしたら学園長は、アベル君と知り合いだったのですか？」

「いや。そういうわけではないのじゃが……。すまないの。エマーソン先生。もう少し詳しく彼のことを教えてくれんかのう」




　悪い夢を見ているのならどうか醒さめて欲しい。

　嫌な予感を抱いたミハイルは、教師たちからアベルに関する情報を可能な限り引き出すのだった。





　～～～～～～～～～～～～






　先の見えない暗闇の中では、手に持ったランプの明かりだけが頼りである。

　ミハイルが向かった先は、学園の地下に繫つながる階段だった。




（アベル……。アベルじゃと……!?　まさか、まさか。そんなはずは……!?）




　地下通路に置かれた剣を持った騎士の石像に視線を移す。

　柄の部分にある紋章を指でなぞると、騎士の石像が左へと動いて隠し扉が出現する。

　何を隠そうこの奥にあるのが、アースリア魔術学園の中でも限られた人間しか入れない学長室であった。




「ええと。たしか……。この辺りに保管していたはずじゃ……」




　ミハイルは木製の机の鍵かぎのかかっている引き出しを開き、中から厳重に包装された一枚の封筒を取り出した。

　封筒の中から出てきたのは、日に焼けて変色をした一枚のボロボロの手紙だった。





　拝啓　オレの子孫たちへ




　いいか。お前たち。

　他でもないお前たちに、この世界の真実を教えておこうと思う。

　巷ちまたではオレを含めた《火》《風》《水》《灰》の四人の魔術師たちは、魔王を倒した《偉大なる四賢人》なんて呼ばれているらしいな。

　だがな、違うんだ。

　本当に魔王を倒したのは、アベルっていう琥珀眼の魔術師、唯一人だった。

　オレたち四人は魔王の前では手も足も出なかった。

　実際はアベルが一人で魔王を倒しちまったんだ。

　これこそが歴史の闇に葬ほうむられた真実だ。

　だからよ。周りから『勇者の子孫』と呼ばれても絶対に調子に乗らないようにしろよ。

　真の勇者はアベル一人だけだからな。

　そのことを肝きもに銘めいじておけ。


風の勇者ロイより　敬具








　手紙を読み直した時、ミハイルの手がプルプルと震えることになった。

　昔、他界した祖父から耳にタコが出来るほど聞かされていた話があった。




　――《偉大なる四賢人》には《失われた五人目》がいる、と。




　何でもその男は魔族と同じ琥珀色の眼を持つあまり、世間から酷ひどい迫害を受けており、圧倒的な実力を持ちながらも歴史に名が残ることはなかったという。

　魔王の討とう伐ばつ後も輝かしい功績を残し続けた勇者ロイであるが、晩年は行方ゆくえをくらましたアベルのことをずっと気にかけていたらしい。




「ふう。果たしてこれを偶然と捉えても良いものかのう」




　もちろん、二〇〇年以上も昔の話だと片付けることは簡単だ。

　どんなに偉大な魔術師であろうとも、二〇〇年先の未来まで生き長らえることは不可能だろう。

　そう。

　普通に考えれば、ロイの語るアベルと職員室で話題になっているアベルが同一人物であることは有り得ないのである。

　しかし、何故だろう。

　勇者の血族として長年を生きてきたミハイルの経験が、彼の中に漠ばく然ぜんとした不安をもたらしていた。




「見極めてやらんといかんな……。この少年の実力が、本物かどうか……」




　神妙に呟つぶやいたミハイルは机の前に置かれたアームチェアに腰を下ろして、顎あごの下に蓄たくわえた白しろ髭ひげを整えるのだった。







第十話　合格発表







　それから、波乱の入学試験から翌日のこと。

　近くの宿で一晩を過ごした俺たちは、合格発表を見に行くことにした。

　といっても俺がやることは特にないのだけどな。

　アースリア魔術学園の合格発表は、各家の代表者が受付窓口に行って、合否通知の入った封筒を受け取りに行く形式だった。

　つまりは俺から動くべきことは何もない。

　近くの喫茶店でコーヒーを飲みながらテッドの報告を待つだけだった。




「師し匠しようー！　お待たせしましたー！」




　どっがーんっ、と快音を響かせ扉を開けて喫茶店の中に入って来たのは、俺より少し背が低いべっこう飴あめが焦げたような金髪の少年、テッドである。




「見てくださいー！　オレ、合格していましたよ！　どうですかー!?　オレ、頑張りましたよー!?」




　赤色の文字で大きく『合格』と書かれた紙切れを広げながらテッドは言った。

　ふう。騒がしいやつだな。

　せっかく都会のコーヒーの味を楽しんでいたというのに野や暮ぼな男である。

　二〇〇年前の時代ではコーヒーは『悪魔の飲み物』などと呼ばれており、一部の愛好家のみが嗜たしなむものであったのだが、現代においてはすっかりと世間に浸透したようである。




「ふふふ。師匠も結果を確認したいッスよねー!?」




　ニヤニヤと俺の顔色を窺うかがいながらもテッドは言った。




「必要ない。どうせ受かっているんだろう」

「え？」




　何がなんだか分からないという表情を浮かべるテッドに向かって、推理の一部を聞かせてみせる。




「簡単なトリックだ。その封、僅わずかにだが開封された形跡があるな。お前の性格を考えて、不合格なら、わざわざそんな質問をしないだろう」

「うぐっ。さ、流石さすがは師匠。何から何までお見通しッスね」




　やれやれ。お前が俺と駆け引きしようなんて二〇〇年早いんだよ。

　俺に図星を衝つかれたテッドは、分かりやすく動どう揺ようしているようだった。




「で、テッド。そちらのお客さんは誰なんだ？」




　先程からずっと不審に思っていたことを尋ねてみる。

　テッドが入ってきたのと同じタイミングでコソコソと店内に侵入して、俺たちの会話に聞き耳を立てる不届きものがいた。

　本人は上手うまく隠れた気になっているようだが、ソファの上から跳ねた髪の毛の一部が見えてしまっている。

　燃えるように赤い特徴的な髪の毛は、隠おん密みつ行動には不向きなのだろう。




「あのー。これはー。そのー」




　答えにくそうに視線を逸そらすテッド。

　なるほど。

　俺の見立てによるとテッドは、彼女の存在に気付いていながらも、あえて気付かないフリをしてここまで来たらしい。

　そりゃそうか。

　上手く尾行した気になっている他人に対して『バレバレですよ』とツッコミを入れる瞬間ほど気まずいものはないだろう。




「ああー。アンタはあの時のっ！」




　芝居がかった声が上がったかと思うと、見覚えのある人物がヒョッコリと顔を覗のぞかせた。




「こ、こんなところで再会するなんて奇遇ねー。アタシ、この店のカップケーキが大好きなのよ」




　ふう。言い訳をするにしても、もう少し上手いものは見つからなかったのだろうか。

　この店のメニューは先程確認したが、カップケーキなんてものはどこにも見当たらなかったぞ。




「くだらん御託は良い。俺に何の用だ？」




　今更説明するまでもなく、俺とエリザの祖先、火の勇者マリアは二〇〇年前からの仲である。

　だからこそ基本的にエリザとは友好的な関係を築きたいと考えている。

　だが、向こうが敵対してくるのでは話は別だ。

　執しつ拗ようにこちらの周囲を嗅かぎ回ってくるようであれば、俺としても厳しい対応を取らざるを得ないだろう。




「よ、用っていうほどのものじゃないんだけど……」




　俺が追及すると、エリザはモジモジと指を絡ませて、しどろもどろになる。




「貴方あなたのクラスが気になっていたのよ」

「……どういうことだ？」

「だ、だってほら。一応、アタシにとって貴方は、数少ない知り合いの一人になるわけじゃない？　入学までに少しでも学園の情報を集めておこうと思って……」




　んん？　コイツは一体何を言っているのだろうか？

　一個人が所属するクラスの情報に何の価値があるというのだろう？

　とてもリスクを冒してまで得る価値のある情報のようには思えない。

　しかし、人間がウソを吐く時には高確率で何かしらのサインが出るものなのだが、今のコイツには一切それが見られなかった。
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「師し匠しようー。どうせ遅かれ早かれ分かることですし、教えちゃってもいいッスかね？」

「ああ。別にそれくらいなら構わんぞ」

「オレと師匠は同じＡクラスです。エリザさんも同じクラスだと良いッスねー」




　テッドまで訳の分からないことを言い始めた。

　三人が同じクラスだと、何か利になることがあるのか？

　ただただ、騒がしいだけで自分の勉強に集中ができないだけだと思うのだが。




「そう！　Ａクラスなのね……！　分かったわ！」




　エリザはそれだけ聞くと弾むような足取りで喫茶店を後にする。

　やれやれ。

　結局、エリザは何がしたかったのだろうか。

　去り際に見せたエリザの表情は、まるで何か嬉しいことでもあったかのように活いき活いきとしているように見えた。




「これから忙しくなりますねー！」

「まずは引っ越しの準備を始めないとな」




　アースリア魔術学園には、学生寮というものがある。

　この家から王都まで馬車を使って通学するのは現実的ではないし、必然的に俺たちも学生寮を利用することになるのだろう。




「あれ？　でも師匠はリリスさんと二人暮らしなんスよね？　離れ離れになっちゃって良いんスか？」

「知らん。けど、奴のことだ。その辺のことは上手く調整しているだろう」




　何故だろう。

　特に根拠はないのだが、絶対にそうなるだろうという確信があった。




「流石はアベル様。ワタシのことをよく理解していますね」




　などということを考えていると、エリザと入れ替わる形で喫茶店の中に顔を出したリリスが俺たちの前に顔を出した。




「ぬ、ぬおっ！　リリスさん!?　どうしてここに!?」




　気配を消しながら俺たちの前に現れたリリスを目にして、テッドは完全にパニック状態に陥おちいっているようだった。




「で、お前のその格好はどうしたんだよ」




　俺が尋ねるとリリスは、『待っていました』とでも言わんばかりの勢いでメガネの縁をクイッと上げる。




「はい。アベル様に報告がございます。本日付けで、ワタシ、リリスはアースリア魔術学園の教師として採用されました。ですので、思い切ってイメージを変えてみました」
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　ふう。そんなことだろうと思ったよ。

　たしかに今日のリリスの服装はどことなく知的で教師っぽくはあるな。

　もともとの素材が良いので、何を着ても格好が付いてしまうのが腹立たしいところである。




「ぬえええええ!?　このタイミングで!?　そんな都合良く!?　一体どんな手品を使ったんスか!?」




　未だに現実を受け止めきれないのかテッドは、口からブクブクと泡あわを吹いて驚いているようだった。

　何を今更。この女がその気になれば魔術学園の採用枠わくなんて、どうとでも融ゆう通ずうを利きかせることができるだろう。

　なんと言っても普通の人間とは生きている年月が違うからな。




「これからはハウスメイド、改め、魔術学園教師として、アベル様の生活をサポートさせて頂きますね」




　まるで初めて再会を果たした時のような、満面の笑顔でリリスは言った。

　やれやれ。どうやら騒がしい仲間たちに囲まれた俺の日常は、もう暫しばらく続いていくらしい。







おまけ短編　幼少期の思い出







　俺こと、アベルは二〇〇年前から転生してきた魔術師である。

　以前に暮らしていた世界では、俺の持つ琥こ珀はく色の眼は差別の象徴。

　魔王討とう伐ばつ中にも偏見や差別、それから様々な迫害を受けていた。

　力で黙らせることは簡単だ。

　しかし、そんな恐怖政治のような方法で周囲を黙らせたとしても、問題の解決にはならない。

　だから俺は、この二〇〇年後の世界に、眼の色で迫害されることなく平和に生きることを目的に転生をした。

　さて。転生後の生活は、概おおむね、平和だ。

　だが、どんなに平穏を望んでいたとしてもトラブルと無縁な人生を送ることは不可能である。

　色々あって、最近では俺に纏まとわり付く鬱うつ陶とうしい男が存在していた。




「アベルー！　遊ぼうぜー！」




　派手に扉を開け放って、一人の少年が入ってくる。

　焦げた飴あめ色の短髪の少年で、少し丸っぽい顔のテッド。

　今は、その足に包帯と添え木が巻かれている。

　屋根から落ちてケガをしたのだ。

　実のところケガの原因の一部は俺にある。

　魔術によって治療をしたので、本来もう既に歩けるはずなのだが、主治医の判断で一応、包帯と添え木を巻いて激しい運動は禁じられているらしい。




「構わないぞ。今日は何をするんだ」




　そろそろ少しは体を動かした方がテッドの気も晴れるだろう。

　丁ちよう度ど、俺も軽い運動をしたいと考えていたところだったからな。




「そうだ！　今日は屋敷の裏の森に行ってみようぜー！」




　ふむ。森か。たしかに入ったことはなかったな。

　この世界に来てからというもの未知の文化に驚かされることが多く、街の外まで探索する余裕がなかったのである。




「いいだろう。行ってみるか」

「よっしゃあ！　動き回るぞー！」




　ふう。この男、医者から安静にしていろと言われたことを完全に忘れているな。

　俺がケガを治してやったから良かったものの、相変わらず人の話を聞かない奴である。




「アベル様。本日は森に入るのは止めておいた方がいいと思います」




　そう言いながら、部屋の中に入ってきたのは白銀の長い髪を持つ美女、リリスである。

　こいつは、この家の主で、実は魔族だ。

　二〇〇年前、助けたお礼をしたくて俺のことをずっと待っていたそうだ。




「……何か理由があるのか？」

「昨晩、森の中に魔獣が出たという報告がありました」




　なるほど。魔獣か。

　当たり前と言えば、当たり前の話だが、二〇〇年後のこの平和な時代にも魔獣が存在していたのだな。




「ま、魔獣が出たのか!?　凄すごい！　見たい！」




　どういうわけか魔獣という単語を聞いたテッドは目を輝かせていた。




「お前、なんで魔獣なんか見たいんだ？」

「え！　だって魔獣カッコいいじゃん！」




　カッコいいのか？

　俺が首を傾かしげた時、リリスがこほんと咳せき払ばらいをして見せた。




「魔獣は、大昔にそのほとんどが勇者たちによって倒されました。その為、個体数は激減しており、現在は出現自体が稀け有うなのです」




　なるほど。そういうことか。

　まあ、前の世界でも俺が結構倒したからかな。

　二〇〇年前にはウジャウジャと生息していた魔獣であるが、今となってはすっかりと珍しい存在になっているらしい。




「ですから、今日は外に出ないようにしてください。テッド様も同じですよ」

「ちぇっ。リリスが言うなら仕方ないか。はーい」




　テッドは渋々と言った顔で帰った。

　リリスが扉を閉めて、俺は口を開く。




「しかし、何故、俺まで外に出てはダメなんだ。俺が魔獣ごときに後れをとるとでも思っているのか？」




　俺は少し低い声で尋ねた。

　もしそう思っているのであれば、幾ら幼い姿になっているとはいえ、心外だ。




「誓って違います。アベル様。いま現在、この世界では、魔獣を倒せる人間は少ないのですよ」




　言われて、俺はそうかと頷うなずいた。

　この世界の魔術師の質は、どういうわけか途方もなく落ちていた。

　魔族との戦争がなくなったからなのか、魔道具の技術が発達したからなのか、何故か俺の前にいた世界の魔術記録がほとんど失われている。

　ともかく、この世界の魔術のレベルは最低なのだ。

　魔獣に有効なのは魔術。

　なるほど。

　この時代を生きる人間が魔獣を相手にするのは骨が折れるだろう。




「俺が魔獣を倒してしまったら悪目立ちをしてしまうわけか」

「その通りです。今夜、王都の兵士が到着して、明日から魔獣の撃退を行うそうです」




　撃退か。討伐ではなく撃退。

　それしかできない魔術師たちのレベルに、俺は溜息しか出ない。




「まあ、いいか。久しぶりに魔獣とも戦ってみたくはあったのだけどな」

「ワタシもアベル様の雄ゆう姿しは是ぜ非ひ見たかったですけれどね。今回は成り行きを見守りましょう」




　リリスがそう言って微笑ほほえんでみせる。

　そうだな、と俺は頷いて窓の向こうの稜りよう線せんを眺めた。





　～～～～～～～～～～～～






　その日の夜、ランゴバルト領は少しだけ賑にぎやかだった。

　といっても、祭りがある日のような賑やかさではなく、俺も良く知っている、戦いを前に控えた高こう揚よう感から湧き出ているかのようであった。

　窓から見えるのは、野営をする兵士たちだ。

　彼らは、どこか落ち着かない雰ふん囲い気きで、仲間たちと談笑している。

　ほとんどの魔獣は、俺からしたら取るに足らない存在に過ぎない。

　しかし、この世界では、相当な脅きよう威いなのだろう。

　この戦いで命を落とすかもしれない、そんな恐怖と緊張を隠すように無理に無駄な会話をする。

　いつの時代の兵士も同じだな。

　懐かしさを覚えつつも、溜息を吐く。

　今日出た魔獣はカムイという、熊型の魔獣だそうだ。

　火が極端に苦手な低級の魔獣であり、火の魔術を放てば割とあっさり逃げ出す。

　今の魔術師たちでも撃退くらいなら難なく出来るであろう。




　俺は一階に移動する。喉のどが渇かわいた。




　今日、リリスはこの家にいない。

　なんでも町にいる人間に危害が及ばないように個人的に警備をするそうだ。

　あいつは昔からお人よしだな。

　お茶を淹いれている最中、扉がノックされた。誰だろうか。




「すまない、開けてくれないか！」




　聞き覚えのある男の低い声だ。眉まゆをひそめてから扉を開ける。




「リリスさんはいるか？」




　筋骨隆々な中年の男性。

　獅子のように焦げた飴あめ色の顎あご鬚ひげを生やした厳格そうな男だ。

　磨みがき上げられた宝石のように美しい灼しやく眼がんと、素材の良い貴族服。

　テッドの父であり、ランゴバルト領の領主のエバンスだ。




「リリスなら今、外に出ていますが」

「そうか。アベル様。すまないが、テッドを見ていないかい？」




　ふむ。何やら困っているようだな。

　テッドの兄、バースの一件があってから、俺は領主のエバンスにはよく扱ってもらっている。

　だからというわけではないが、ここは素直に受け答えておくことにしよう。




「いえ。見てないですけど、何かあったんですか？」




　エバンスは息荒く頷いた。




「テッドが、屋敷にいないんだ」

「まさか……」

「ああ。テッドの奴、魔獣を見に行ったのかもしれない。リリスさんがいないなら仕方ない。兵士の方々に救援を要請しておくよ」




　エバンスは一礼して扉を閉めた。

　テッドが、魔獣を見に行った？

　たしかに、アイツは興味を持っていたようだった。

　しかし、魔獣は野生の獣だ。

　見物なんてしようものなら、あんな子供、殺される。




　俺は二階に戻った。




　別に、アイツがいなくても困ることはない。

　むしろ、毎日毎日、五月蠅うるさいし本を読む時間が削けずられているくらいだ。

　しかし、そうだな。

　これから先、都合の良い運動相手がいなくなるのは、俺にとっても不利益な面もある。

　それに、領主の息子が殺された、とあったら、それはそれで面倒になりそうだ。

　俺はコートを羽は織おり、マフラーを巻き、二階の窓を開ける。

　身体強化魔術を起動する。

　体を魔力が覆おおい、全身を強化する。

　これによって、幼い体でも、人間離れした腕力や脚力を得ることができるのだ。

　窓を開け、皮肉なほど綺き麗れいな星空に向かって跳躍した。

　民家の屋根の上に立ち、森に視線を移す。

　風が吹く度たびに、夜の森が海のようなさざめきを歌っていた。





　～～～～～～～～～～～～






　月明かりすらも拒絶する夜の森は、インクをひっくり返したかのような暗闇が広がっていた。

　しかし、無暗に森の中を歩き回る必要はない。

　身体強化の魔術には応用がある。

　それは魔力の集中による、部分強化だ。

　たとえば、眼に魔力を集中させれば、視力を双眼鏡の如くに強化することもできる。




《身体強化魔術――視力強化、暗視》




　更に部分強化を磨みがけば、隠れている魔獣や人間を体温で発見するという索敵も行える。

　小さな熱源を発見。テッドだな。

　近くに、もう一つ、大きな熱源がある。おそらくこれは魔獣だろう。

　俺は視力強化を解除し、森の中へと跳ぶ。




「テッド」

「あ、アベルぅうー！」




　泣きじゃくりながらテッドは蹲うずくまっていた。

　よくよく見ればここはちょっとした窪くぼ地ち。

　なるほど。

　転んで足をケガした上に、どちらに行けばいいか分からず迷子になっていたのか。

　かすり傷はあれど、魔獣にやられた痕跡はない。




「とりあえず、帰るぞ」

「うん」




　テッドは涙をぬぐいながら立ち上がる。

　同時に、木が折れる音が聞こえた。

　やれやれ。

　よりにもよって、このタイミングで現れるのか。

　瞬間、木々を搔かき分け、飛び出してきたのは、真っ白な熊のようなモンスター、カムイであった。

　通常の熊との一番の違いは、その背にあるサソリの尾のような三つめの腕である。

　毒こそないが、あの長い腕は並みの大人を軽々吹っ飛ばせるほどの腕力がある。




「うわあっ！　ま、魔獣だあああっ！」

「あまり叫ぶな。魔獣が興奮する」




　いや、既に興奮しているな。

　カムイは四足歩行になり、真っすぐ突っ込んでくる。

　俺はテッドを抱えて横に跳ぶ。

　カムイの持っている第三の腕が俺の鼻のすれすれを掠かすめた。




「ス、スゲエエ！　飛んでる！　飛んでいるよ！」

「テッド。少し静かにしていろ」




　カムイは立ち上がり、剛腕を薙なぐ。

　地面が削けずれ、木が根元から倒れる。

　無論、俺にあんな遅い攻撃、当たるはずがない。

　カムイの後ろに回り込む。




「双・火炎弾ツイン・フアイアーボール」




　俺はわざと攻撃をカムイの左右に放った。

　周囲を照らすと、カムイがびくっと怯おびえるのが分かる。




「止めておけ。これ以上戦うのであれば、本気で駆く除じよしなければならない」




　カムイと目が合う。

　野生の獣、それも魔獣に言葉が伝わるはずがない。

　だが、獣だからこそ、実力の差は伝わるはずだ。




　カムイは、ぐるる、と喉のどを鳴らした。




　ふむ。これは少し驚いたな。

　まだ戦う気か？　獣だからこそ自分の命が一番大切なはずだ。

　俺はカムイを観察し、そこで発見した。

　矢が刺さっている。

　カムイの太い後ろ脚にキツネ狩りに用いられる飾りの付いた矢が刺さっていた。

　なるほど。

　だから気が立っていたという訳だな。

　俺は、テッドを放り、カムイにゆっくりと近づく。

　威い嚇かくの声を上げているが、俺は目線を逸そらさない。

　獣は、目線を逸らした時に、思ってもいない行動に出るからだ。




「大丈夫だ、お前を駆除する訳じゃない。少し近づかせてくれ」




　俺はカムイにゆっくり近づいた。




「あ、アベルっ」




　テッドの声に反応して、カムイがビクリと動いた。

　怯えなくて大丈夫だ、とカムイに目線を送った。




「テッド。もう絶対に声を出すな。そこにいろ。決して動くなよ」




　俺はカムイの体に触れる。

　喉を鳴らし続けている。普通ならいつ嚙かまれてもおかしくない。

　まあ、嚙みつかれても俺の身体強化を破れるとは思えないが。




「痛くはしないから大丈夫だ。今、治癒ヒールをかけてやる」




　カムイの体に魔術構文を流す。

　そして、矢が刺さった足を麻ま痺ひさせ、矢を抜く。

　血が流れた。だが、すぐさま治癒で流血を止める。

　ものの数十秒で処置は終わる。




「これでどうだ。痛くないだろう？」




　結果はまあ聞くまでもないだろう。

　カムイは喉を鳴らすのを止めた。

　それどころか、俺に鼻をすり付けてきた。




「礼のつもりか？　別に気にしなくていい」




　軽く額を撫なでる。

　カムイは軽く声を出してから、立ち上がり、森の奥へとゆっくり進んでいった。

　それを見送ってから、俺はテッドの方を向く。




「よし。帰るぞ、テッド」




　呆ぼう然ぜんと口を開けながら俺を見るテッド。

　まったく、何を呆ほうけているのやら。

　などということを考えながらも俺は、テッドを背負って山を下りることにした。





　～～～～～～～～～～～～






　それから翌日のこと。

　魔獣騒動を経てから下山後、リリスとエバンスに会った。

　事情を説明するとエバンスは目を丸くしてから、今度は町を上げて表彰をしなければなと言ってきた。

　しかし、俺はあまり目立ちたくはないと説明し、エバンスも了承、事後処理は上手うまくやってくれるそうだ。

　俺は欠伸あくびをしながら本を閉じる。

　今日は少し眠い。まだ幼い体であり魔力が十分じゃないのだろうか。

　そもそも回復魔術を発動するのには魔力を結構消費する。

　人間の体の倍はあるカムイの治癒にちょっと魔力を使ったようだ。

　不意に、今日も扉が力いっぱい開けられた。

　まったく、静かに開けて欲しいものだな。

　だが、今日のテッドはいつもと面つら構がまえが違っているように見えた。




「よう。アベル。昨日はその……。ありがとな」

「礼ならいい。あくまで俺は自分の都合で動いただけだからな」




　俺が本のページに視線を移すと、テッドがグイと顔を覗のぞき込んできた。




「なあ！　アベル！　昨日の褒ほう美びとして、特別にオレ様に魔術を教えることを許可するぜ！」

「んん？」




　こいつは一体何を言っているのだろうか。

　どうして俺がテッドに魔術を教えなければならないのだ。

　俺にとって何のメリットもない。単なる罰にしか思えないのだが。




「嫌に決まっているだろ。面めん倒どう臭くさい」

「はあああぁぁぁ？　な、なんでだよ！　このオレ様が直々に頼んでいるんだぞー！」

「嫌なもんは嫌だ。分かったら早くどこかに行け」




　俺はテッドを部屋の外に放り出すと、早々に扉のカギをかける。




「ちょっ。アベル。待ってくれよおお！　オレ様に魔術を教えてくれよおおお！」




　その日を境にしてテッドは度たび々たび、俺に魔術を教え乞こうようになる。

　最初のうちは断っていたのだが、次第に断るのも面倒になり、いつの間にかテッドに魔術を教えることになっていた。

　こうしてテッドは、なし崩し的に俺の弟子というポジションに収まるのだが――。

　それはまだ暫しばらく先の話である。














　　　あ と が き









　柑かん橘きつゆすらです。

『劣等眼の転生魔術師』、いかがでしたでしょうか。




　そうだ！　王道ファンタジーを書こう！




　この作品を書こうと思ったきっかけは、ある日のそんな思い付きからだったと記憶しています。

　いつものように街をブラブラしていると唐とう突とつにこの作品の核となる「眼の色によって得意な魔術系統が変わる」というアイデアを思いついて、そこから先はトントン拍子に原稿が進んでいったような気がします。

　とはいえ、書いた原稿がそうポンポンと本になるほど世の中は甘いものではありません。

　この作品を無事に世に送り出すことができたのは、様々な幸運、巡り合わせが重なった結果だと考えています。

　特にこの『劣等眼』は、先輩、後輩を問わず、多くの作家先生たちからのアドバイスを元に書き上げた作品ですので、関わって下さった方々に対する恩義に報いるべく、頑張っていければと思います。




　さて。様々な幸運があって始めることのできた『劣等眼』シリーズなのですが、二巻が出るかどうかは一巻の売上次第といった感じになっています。

　少しでも「面白かった」「続きが気になる」と思って下さった方は、応援の方をよろしくお願いします。




　それでは。

　次巻で再び皆様と出会えることを祈りつつ――。


柑橘ゆすら
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